
平成26年11月1日現在（対前月比）
■人口　201,791人（＋4）　男　100,632人（+-0）　女　101,159人（+4）　■世帯　83,590（+75）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」12月号は、72,400 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 14円です。

人口と世帯

「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
1
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L
) h
ttp
://w

w
w
.city.ku

m
agaya.lg.jp
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熱
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熱
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ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
進
修
館
高
校
の
陸
上

競
技
部
監
督
の
高
橋
先
生
か
ら

勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
も
と
も

と
運
動
が
好
き
で
、
中
学
校
で
は

砲
丸
投
げ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
始
め
た
頃
は
、

ハ
ン
マ
ー
を
10
ｍ
ぐ
ら
い
し
か
飛

ば
せ
ず
、
い
つ
先
輩
の
よ
う
に
投

げ
ら
れ
る
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
の
恵

ま
れ
た
環
境
や
先
生
の
指
導
の
も

と
、
練
習
を
続
け
、
今
年
８
月
に

行
わ
れ
た
第
２
回
全
国
選
抜
陸
上

競
技
大
会
で
は
、
大
会
新
記
録
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ハ
ン
マ
ー
投
げ
は
、
個
人
競

技
で
す
の
で
結
果
を
他
人
の
せ

い
に
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

﹁
自
分
と
の
戦
い
﹂、
そ
こ
が
私

に
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
で
は
、
少
年
女
子
Ａ
ハ
ン

マ
ー
投
げ
で
53
.
04
メ
ー
ト
ル
の

記
録
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
１
年
生
の
時
、
勝
山

眸
美
先
輩
︵
現
在
筑
波
大
学
︶
が

国
体
で
優
勝
し
た
の
を
見
て
い

た
の
で
、
私
も
同
じ
場
所
に
立

ち
た
い
と
の
思
い
で
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
４
投
目
ま
で

は
思
う
よ
う
な
記
録
が
で
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
ま
で
の
練
習

を
思
い
出
し
5
投
目
を
投
げ
ま

し
た
。
投
げ
た
時
の
感
覚
で
、﹁
こ

れ
は
い
い
記
録
が
で
る
！
﹂
と
感

じ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
や
支
え
て
く
れ
た
仲
間
、

家
族
の
喜
ぶ
顔
が
見
ら
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
国
体
で
は
優
勝
で
き
ま
し
た

が
、
次
の
目
標
に
向
け
て
の
練

習
は
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

練
習
次
第
で
記
録
が
伸
び
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
辛
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

４
回
転
で
の
投
て
き
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
３
回
転
で
の
投

て
き
よ
り
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば

せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
進
修
館
高
校
卒
業
後
は
、
進

学
し
て
競
技
を
続
け
る
予
定
で

す
。
次
は
イ
ン
カ
レ
優
勝
を
目

指
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

先
に
大
き
な
目
標
は
あ
り
ま
す

が
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
谷
の
会
場
で
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

み
な
さ
ん
が
応
援
に
来
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

「目標を見据え、自分と戦う」
長崎がんばらんば国体

少年女子Aハンマー投げ優勝者

ハ
ン
マ
ー
投
げ
と
の
出
会
い

先
輩
の
思
い
を
胸
に
臨
ん
だ

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

一
歩
、一
歩
、

   

そ
し
て
次
を
目
指
し
て
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寺門静軒の足跡
てら　　 かど　　 せい　     けん

えい  が  しょうにん

りょう ぎ  じゅく よろ

たけ   い   たんじょ

まつ もと ばん ねん

だん   と

さん   よ

どう

来て！見て！知って！文化財来て！見て！知って！文化財来て！見て！知って！文化財

こ　す　も

江原  宇宙さん（葛和田）

 ―儒学者の生涯と近代熊谷の曙―  

投てきする江原さん

　寛政8年（1796）、江戸小石川の水戸藩邸内に生まれた寺

門静軒は、若くして儒学と仏典を学び、儒学者として多くの

子弟を育てました。一方で『江戸繁昌記』を著して広く知ら

れるようになりましたが、風俗を乱したとして江戸追放の刑

を受け、各地を転 と々しました。

　その果てに辿り着いたのが熊谷でした。静軒は奈良村の吉

田市右衛門家に身を寄せた後、妻沼の歓喜院に滞在しました。

その際、歓喜院院主の英雅上人や地元の人々の要請に応えて、

万延元年（1860）に「両宜塾」を開校しました。「宜しく老い、宜

しく学ぶべし」という理念のもと、竹井澹如、石川弥一郎をはじ

め地域文化の発展に尽くした有能な人材を輩出しました。

　慶応３年（1867）、静軒から漢学者の松本萬年に引き継がれ

た両宜塾では、日本初の公許女医となる荻野吟子が学ぶなど、

地域の教育機関としての役割を果たしました。

その後、静軒は鎌倉町の石上寺に住まいを移

し、檀徒や宿場町の人々に漢学などを教えまし

た。そして、晩年になると、旧知の間柄であっ

た大里の根岸友山に迎えられ、邸内の「三餘

堂」にて塾生を指導しました。慶応４年（1868）3月24日、この

地で亡くなり葬られるまで、多くの人々に慕われました。

　静軒の後半生は、まさしく熊谷と共にありました。「両宜塾

跡」、「三餘堂跡」、「寺門静軒の墓」のほか、「両宜塾記」などの

書画も残されており、これらの文化財が静軒の生涯を今に伝

えています。多くの民衆に学問と教育の意義を語り続けた静

軒の存在は、近代熊谷の曙に輝く明星であると言えます。

◆江南文化財センター　3048-536-5062
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　11月2日、星川を舞台に「ラ
バーダックレースinホシカワ」
が開催されました。スタート直
後、たくさんの参加者が自分の
ラバーダックに大きな声援を送
り続け、レースの行方を見守り
ました。

星川をラバーダック
レースの聖地に！
星川をラバーダック
レースの聖地に！

文化功労者の表彰
ストップ温暖化！
12月は地球温暖化防止月間です
“ごみ”について考えよう

P 2
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・・・・・・政策提言の取組状況を公表します
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
5

つ
の
政
策
分
野
に
お
け
る
市
長
の
政

策
提
言
に
つ
い
て
、一年
目
の
取
組

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
政
策
調
査
課　
3
内
線
３
６
９

　
55
の
政
策
提
言
の
達
成
度
を
次

の
4
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。

順
調
　
　   

★
★
★ 

３
ポ
イ
ン
ト

お
お
む
ね
順
調
　
★
★ 

２
ポ
イ
ン
ト

や
や
遅
れ
て
い
る
　
★ 

１
ポ
イ
ン
ト

遅
れ
て
い
る　

 
　

− 
０
ポ
イ
ン
ト

　
進

捗

率

は
、
評

価

の

合

計

1
0
2
ポ
イ
ン
ト
を
満
点
の

1
6
5
ポ
イ
ン
ト
で
割
っ
た
値
で

あ
り
、
61
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
己
評
価
を

56
点
と
し
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
の
試
合
会
場
の
招
致
に

つ
い
て
、
埼
玉
県
知
事
を
会
長
と

し
た
招
致
委
員
会
を
6
月
に
設
立

し
て
招
致
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、﹁
開
催
希
望
申
請
書
﹂
を

10
月
に
組
織
委
員
会
へ
提
出
し
、

開
催
都
市
と
し
て
正
式
に
立
候
補

ま
ぴ
あ
﹂
の
親
子
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

内
に
7
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熊
谷
西
小
学
校
内
に
公
立

で
37
か
所
目
と
な
る
第
3
箱
田
児
童

ク
ラ
ブ
を
9
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
加
え
、
星

宮
小
学
校
、
久
下
小
学
校
、
奈
良

小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
を

進
め
る
な
ど
、
耐
震
診
断
の
結
果

に
基
づ
い
た
小
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
の
耐
震
化
に
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
暑
さ
か
ら
市
民
の
皆
様
の
健
康

を
守
る
た
め
、
市
独
自
の
暑
さ
対

策
や
熱
中
症
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
﹁
暑

さ
に
ま
け
る
な
中
学
生
事
業
﹂
や

﹁
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ
配
布
事
業
﹂

な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
た
ほ

か
、﹁
ま
ち
か
ど
ス
テ
ッ
カ
ー
事

業
﹂
や
﹁
藤
の
パ
ラ
ソ
ル
事
業
﹂
に

も
新
た
に
着
手
し
て
お
り
、
環
境

省
を
中
心
と
す
る
団
体
か
ら

﹁
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
賞
﹂
と
い
う
全

国
の
取
組
み
の
中
で
最
も
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化

槽
の
法
定
検
査
等
を
行
っ
て
い
る

方
へ
の
補
助
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
補
助
制

度
を
こ
れ
ま
で
の
﹁
5
年
間
で
5

回
限
度
﹂
か
ら
﹁
10
年
間
で
10
回
限

度
﹂
に
拡
充
し
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
生

活
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
災
害
対
策
の
中
心
的
役
割
を
担

う
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
設

計
が
完
了
し
、
11
月
に
改
修
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
校
を
中
心
に
半
径

約
5
0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
の
通

学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
転
落

防
止
柵
を
設
置
す
る
交
通
安
全
対

策
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
12
の
小
学
校

を
重
点
的
に
整
備
し
て
お
り
、
今

後
も
市
内
の
全
小
学
校
に
お
い

て
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
通
学
が

で
き
る
よ
う
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
施
設
の
耐
震
化
や
老
朽
化
等
に

適
切
に
対
応
す
る
た
め
の﹁
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
﹂策

定
に
向
け
、
市
民
3
0
0
0
人
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
整

理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
策
定
委

員
会
等
を
設
置
し
て
本
格
的
に
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
事
業
や
組
織
の
見

直
し
等
に
よ
り
、
職
員
の
定
員
適

正
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
方

債
の
借
入
額
の
抑
制
と
繰
上
償
還

の
実
施
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
末

の
市
債
残
高
は
6
2
1
億
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
25
億
円
の
削

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

政
策
提
言
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

〜
進
捗
率
61
％
、
自
己
評
価
は
56
点
〜

創
る

育
て
る

1

2

守
る

備
え
る

進
め
る

3

4

5

概
要

1 政　策　提　言 達成度
★★
★★
★★

★

★★

★

★★

★★

★
★
★
★★
★★
★★
★
★★

2 政　策　提　言 達成度
学力向上対策を推進し、学力日本一を目指します。
こども医療費無料化の対象を高等学校卒業までに拡大するとともに、受
益と負担の公平を図ります。
学校給食について、全校自校式を計画的に進めます。
小中学校の屋内運動場を順次改築します。
小中学校の特別教室にエアコンを整備します。
幼保連携認定こども園の設置を促進します。
保育料の減免制度を拡大します。
保育所待機児童「ゼロ」を継続します。
地域子育て支援拠点の機能を強化します。
児童クラブを整備し、その充実を図ります。
不妊治療費の助成を継続します。
三世代同居のための新築・増改築を支援します。

★★
★★
★
★★★
★★
★
★★
★★
★★
★★
★★★
★★

5 政　策　提　言
シティセールスを進め、様々な熊谷の魅力
をアピールします。
将来を見据えて、公共施設のアセットマネ
ジメントを進めます。
住民票等のコンビニ交付を実施します。
ワンストップサービス窓口を開設します。
「はじめの一歩」助成金や「熊谷の力」協働
事業提案制度を継続し、市民活動を支援
します。
職員の定員適正化を推進し、人件費を削
減します。
引き続き市債残高を削減し、健全財政を
維持します。

達成度
★

★★
★★
★★

★★

★★

★★★

3 政　策　提　言 達成度
様々な熱中症対策を実施し、暑さ対策日本一を目指します。
第2次救急病院の運営を支援します。
AEDをコンビニに設置します。
DVの相談支援センターを設置します。
スポーツにおけるマウスガード着用を支援します。
市民の「心」の健康づくりを推進します。
次世代自動車のための急速充電設備を公共施設に設置するとともに、
一般家庭や事業者の充電設備の設置費用を助成します。
低公害軽自動車の軽自動車税に対して助成します。
3R（リデュース、リユース、リサイクル）運動を推進し、ごみの減量化を図
ります。
家庭用太陽光発電設備の設置費用の助成を充実します。
合併処理浄化槽の維持管理への助成を継続します。

★★★
★
★★
★★
★★
★
★

★★
★

★★
★★★

4 政　策　提　言 達成度
全ての小学校の通学路の交通安全対策を推進します。
生活道路及び排水路の整備と安全対策を推進します。
防犯灯のLED化を促進します。
防災行政無線をデジタル化し、安心安全に関わる大切な情
報の伝達の強化を図ります。
防災士資格の取得費用を助成し、防災リーダーを育成する
とともに、自主防災組織の結成と活動を支援します。
災害弱者の支援体制の構築に取り組みます。
地域防災に大きな役割を担う消防団の機能を充実します。
災害時の中心的役割を果たす市役所本庁舎の耐震化を実
施します。
耐震性防火水槽を設置し、防災対策を強化します。

★★
★★
★★
★★

★★
★★
★★
★★
★★

政策提言の達成度（進捗率）

ラグビーワールドカップ2019の試合会場を熊谷ラグビー場に招致し
ます。
全国規模のスポーツ大会を誘致し、その運営を支援します。
人口増のため、新たに市内に居住する若い世代の住宅新築や購入を税
制面から支援します。
北部地域振興交流拠点施設（仮称）の整備を進め、中心市街地のにぎわ
いをつくります。
秩父鉄道熊谷駅と持田駅との間に新駅を開設し、新たな都市拠点を整
備します。
籠原駅前北口広場を始発駅にふさわしい籠原地区の玄関口として整備し
ます。
新たな立地場所を創出し、さらに企業誘致を進めるとともに、市内企業
の事業拡大を支援します。
うちわ祭を始め各種伝統行事や国宝「妻沼聖天山歓喜院聖天堂」に代表
される文化財などの地域資源を生かし、観光客を誘致します。
地産地消推進のための農産物直売所設置への支援や本市に移転する県
立農業大学校との連携により、農業経営を応援します。
トップセールスにより熊谷産農産物の販売促進を図ります。
池上地区と上之東部地区のほ場整備事業を推進します。
良好な農業基盤や豊かな農村環境をつくる地域ぐるみの活動を支援します。
幹線第3号線及び第2北大通線を開通させるとともに、主要幹線道路の
整備を推進します。
上石第一地区の国道17号を拡幅し、整備を推進します。
北大通線の自転車道等の整備を推進します。
スポーツ・文化村「くまぴあ」の本格稼働のため、2期及び3期工事を進めます。

し
ま
し
た
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順調9%
（5施策）

やや遅れている
24%（13施策）

おおむね順調
67%（37施策）

55
施策

全国高等学校選抜ラグビーるるぶ熊谷Vol.3

関東インカレ

熊谷うちわ祭

まちかどステッカー※昨年受賞のもの

グリーンベルト

全国高等学校選抜ラグビーるるぶ熊谷Vol.3

関東インカレ

熊谷うちわ祭

まちかどステッカー※昨年受賞のもの

くまっぺ広場第2くまっぺ広場第2

グリーンベルト
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文化功労者の表彰
　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター「あ
すねっと」で行われました。文化功労者は、天貝弘氏、小林芳雄氏、増田敏男氏です。
　また、教育関係職員36人も表彰されました。　　　　　　　　　　◆社会教育課　3内線394

　氏は、長年にわたり公民館の
俳句教室で俳句の指導及び５年
ごとの句集発行の責任者として
地道な活動を続けています。
　平成2年に埼玉県俳句連盟常
任理事、平成25年に熊谷市俳句
連盟会長に就任し、埼玉県俳句
連盟及び熊谷市俳句連盟の発
展に尽力するとともに、多くの
合同句集を発行する際の編集
委員長を務めています。
　氏は、その高い実力により、
多くの実績を収め、平成24年度
には「彩の国・埼玉りそな銀行
第43回文学賞」の俳句部門で
正賞（第１位）を受賞し、公私共
に、その活動は顕著であります。
　また、熊谷市文化連合の要職
を歴任し、平成22年には、同連
合の副会長に就任、平成25年か
らは、熊谷市文化連合、大里文
化団体連絡会、妻沼文化連合、
江南文化団体連合会の合併の
作業部会長として鋭意努力を
しています。
　さらに、熊谷市教育委員会発
行の「文芸熊谷」では、創刊号か
ら編集に携わり、第3号及び第4
号では編集委員長を務め、熊谷
市の文芸創作活動に貢献して
います。このように、優れた行
動力と高い教養をもった文化
人として、地域文化の発展に
日々努めている功績は誠に顕
著であります。

　氏は、中学校長を定年退職後、旧
妻沼町において衛生委員長、同和
教育推進協議会委員などの要職を
歴任し、平成９年からは、社会教育
委員に就任、現在も熊谷市社会教
育委員として活躍しています。
　また、平成13年には、妻沼町区長
会長に、平成17年には、自治会区長
会組織検討委員会議長となり、合
併に向け自治会の中心として、そ
の力を遺憾なく発揮し、自治会組
織編成改革に専念、地域の伝統を
守りながら、明るい住みよい新熊
谷市の誕生に大きく貢献されまし
た。平成22年からは、２期4年間、熊
谷市自治会連合会長を務め、現在
も同副会長として活躍していま
す。さらに、平成20年から、熊谷市
コミュニティづくり市民協議会会
長に就任し、春と秋のゴミゼロ運
動を通して、地域の環境美化に尽
力しており、コミュニティづくり
実行賞につづき、平成25年には、コ
ミュニティの輪を広げ活動意欲の
増進を図るため、同奨励賞を新設
しました。氏は、住みよい地域社会
の実現を目指し、数多くの要職を
務め、地域住民のリーダーとして、
卓越した識見と行動力で、新しい
時代にふさわしいコミュニティづ
くりに献身的に情熱を傾けていま
す。このように、自治会活動を通し
て、平成の大合併により誕生した
20万都市の368自治会を束ね、新熊
谷市誕生に貢献した功績は、誠に
顕著であります。

　氏は、埼玉国体が開催された昭
和42年に熊谷市バレーボール連盟
を創立、初代会長に就任して以来、
現在まで会長の要職を務め、昭和
48年に市制40周年春季バレーボー
ル大会、昭和58年に第1回シルバー
大会（現マスターズ大会）を、平成5
年に第１回会長杯争奪選手権大会
等々、多くの大会を開催し、バレー
ボールを通して、地域スポーツの
振興に貢献しました。
　昭和56年には、第1回小学生バ
レーボール教室を開講し、児童の
健全育成及びバレーボールの普及
に尽力し、現在は、5会場で少年少
女バレーボール教室が開講される
に至っています。また、昭和60年に
は、熊谷市のバレーボールのレベ
ル向上のため、小学生バレーボー
ルクラブを結成して底辺の拡大を
図り、多くの全国大会出場チーム
を輩出することに繋がっていま
す。さらに、昭和57年には、熊谷市
長に就任され、熊谷市体育協会の
会長として、市民スポーツの振興
や高齢化社会に対応する健康体力
づくりの推進、次代を担う青少年
の健全育成を目指して、財団法人
化に参画し、財団基金の確保をは
じめ、諸課題解決に尽力し、昭和60
年4月県下初の法人化の実現に大
きく貢献しました。このように、バ
レーボールを中心としたスポーツ
全般の発展、スポーツを通しての
活力ある街づくりに大きく貢献し
た功績は、誠に顕著であります。

天貝　弘氏
（81歳）上之

小林　芳雄氏
（84歳）妻沼

増田　敏男氏
（85歳）末広

あま　がい　　　  ひろし こ　ばやし　　　 よし　  お ます　  だ　　　 　とし　 お
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ストップ 温暖化！ストップ 温暖化！
12月は地球温暖化
防止月間です
12月は地球温暖化
防止月間です
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第25回熊谷さくらマラソン大会参加者募集中第25回熊谷さくらマラソン大会参加者募集中

対象　15歳以上（中学生を除く）で事前説明会に出席できる方
とき　平成27年3月22日（日）　7時30分～13時
内容　交通整理、豚汁の配布等
募集人員　60人（先着順）
事前説明会　平成27年2月15日（日）
募集期間　12月1日（月）～12月24日（水）
　　　　　　　　　　　◆スポーツ振興課　3内線391

とき　平成27年3月22日（日）
ところ　熊谷さくら運動公園陸上競技場
※定員になり次第締切ります。

申込み　12月1日（月）開始
①平成27年1月9日（金）まで http://kumagaya-marathon.jp/
②12月19日（金）まで専用の振替用紙でゆうちょ銀行振込（郵便振替）
③12月19日（金）まで費用を添えてスポーツ振興課へ
※定員になり次第締切ります。
◆エントリーセンター　3０３‐３７１４‐７９２４
◆スポーツ振興課　3内線３９１

参加費

種目（定員）

※パンフレットの請求などはエントリーセンターへ。

一般

３,０００人 男子 一般　女子 一般ハーフ
2,500人 男子 一般　女子 一般10㎞

1,6００人 男子 一般、中学生
女子 一般、中学生５㎞

650人 小学５、６年生男女2.5㎞
３５０人 小学４年生男女1.5㎞

７５０組 小学１～３年生男女親子1.5㎞
ファンラン

３，5００円 1，5００円 5００円 2,5００円
高校生 小・中学生 親子マラソン

大会ボランティア募集

ウ

ォ

ー

ム

　 

ビ
　
　
ズ

10,000m日本記録保持者
三井住友海上女子陸上競技部
プレーイングアドバイザー

ゲストランナー　渋井陽子さん

えい　  い

第17回アジア競技大会
男子マラソン銅メダリスト

ゲストランナー　川内優輝さん

ひ
ざ
掛
け

あ
っ
た
か
い
に
ゃ
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　市では、障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支えあい、地域で安心して暮らすことがで
きる共生社会を目指し、「ともに生き、ともに暮らせるまちづくり」を基本理念として障害福祉施策を推進しています。

◆障害福祉課　3内線291
障害者週間とは　国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、経済、
文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的とした週間です。この期間を中心と
して、様々な意識啓発に係る取組みが行われています。

第23回ふれあい運動会
　ＮＰＯ法人熊谷市身体障害者福祉会が主
催し、10月19日に桜木小学校で開催され
ました。障害のある方もない方も一緒にふ
れあい、交流を深めました。
第10回障害者作品展
　「障害者週間」の記念イベントとして、12月9日（火）～12日（金）
に市役所１階ロビーにて開催します。心を込めて創作した絵画、
書道、工作等を展示します。
第16回アミカルコンサート
（大里地区障害者音楽交流ふれあい事業）
　大里地域の障害のある方もない方も、お互いに理解し合える社
会を築いていくため、音楽活動を通して交流を深めます。
とき　12月13日（土）13:00～（開場12:30）
ところ　江南総合文化会館ピピア
内容　障害者施設による音楽活動の発表、音楽担当者研修講座
◆（福）つゆくさ　わーくほーむ江南　3048-536-9074
新光苑美術館オープン！
　災害時の福祉避難所として本市と協定を締結し
ている障害者支援施設「新光苑」では、現代日本
画壇で活躍中の俊英作家の秀作130点の美術品
を展示し、施設内美術館として公開しています。
入場料　500円（日曜休館）
◆新光苑　3048-532-0665　小島527

埼玉県障害者アートフェスティバル
①音楽朗読劇「旅へ！　自閉症の息子らと」
とき　12月6日（土）13:00～、17:00～
　自閉症児者の日常、世間の偏見、家族の葛藤、そし
て子どもの成長を母親の視点でつづったノンフィクショ
ンの舞台化
ところ　彩の国さいたま芸術劇場　小ホール
チケット　彩の国さいたま芸術劇場（休館日を除く
10:00～19:00）30570-064-939
②埼玉県障害者アート企画展
　「うふっ。どうしちゃったの、これ！？」「えへっ。こうし
ちゃったよ、これ！！」無条件な幸福
とき　12月11日（木）～16日（火）
　　  10:00～18:00（11日のみ14:00～18:00）
ところ　埼玉会館第3展示室
③「ほっとひといきコンサート～バリアフリーコンサート～」
　ピアニスト田村緑さんの障害者アートのイメージに合
わせた演奏ほか
とき　12月14日（日）1回目12:00～、2回目14:30～
ところ　埼玉会館ラウンジ（2階）
入場料　無料（定員80人。事前申込み不要、先着順）

◆埼玉県障害者アートフェスティバル実行委員会事務局
　3048-830-3312

１２月３日～９日は「障害者週間」です～ともに生き、ともに暮らせるまちづくり～

市政ワイド 市政ワイド●大里庁舎・大里行政センター30493-39-0311　　●熊谷市役所 3048-524-1111●江南庁舎・江南行政センター3048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター 3048-588-1321

人権週間
作品展

　
第
12
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
江
南
総
合

文
化
会
館「
ピ
ピ
ア
」で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
に
よ
る
人
権
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
人
権
政
策
課 

3
内
線
3
5
6
　
◆
社
会
教
育
課 

3
内
線
3
8
8

人
権
標
語

人
権
ポ
ス
タ
ー

金谷悠馬さん
（熊谷東小学校 ６年）

や
め
な
よ
と  

友
に
自
分
に  

言
う
勇
気

熊
谷
西
小
学
校  

５
年  

山
口 

颯
太
さ
ん

「
た
す
け
て
」と  

さ
け
ぶ
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャッ
チ
し
て
！

石
原
小
学
校
　
　 

　
　
５
年
生
の
作
品

「
大
丈
夫
？
」　
心
に
ひ
び
く
　
友
の
声

大
幡
小
学
校
　 

５
年
　
門
倉 

舞
依
さ
ん

私
か
ら
　
み
ん
な
に
広
が
れ
　
思
い
や
り

玉
井
小
学
校
　 

５
年  

志
田 

唯
花
さ
ん

な
り
た
い
な  

人
の
痛
み
が  

分
か
る
人

籠
原
小
学
校
　
　 

５
年
　
山
口 

光
さ
ん

い
っ
ち
ゃ
ダ
メ
　
自
分
が
言
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
や
な
こ
と

秦
小
学
校
　 

５
年
　
江
利
川 

朝
飛
さ
ん

育
て
よ
う  

や
さ
し
い
心
と  

勇
気
の
芽

江
南
南
小
学
校 

５
年
　
髙
橋 

愛
依
さ
ん

とき　12月8日（月）13:00～ 12日（金）12:00
ところ　市役所１階ロビー南
内容　小学生の人権ポスター・標語の入賞作品、
　　　保育所（上須戸・吉見・荒川）の人権啓発作品の展示

ところ　大里生涯学習センター　あすねっと文化ホール

定員　350人 ※定員になり次第締切ります。　※１回だけの申込みもお受けします。��

申込み　人権政策課（内線356）・社会教育課（内線388）�

ハートフルセミナー（人権問題研修会・指導者養成講座）

とき 平成27年1月23日（金）
13:30～15:30
350人

【障害のある人の人権】
「聞こえない人にとって
暮らしやすい社会」

【同和問題】
「同和問題と人権」

熊谷市消防音楽隊

1月30日（金）
13:30～15:30
350人

【高齢者の人権】

公益社団法人あい権利
擁護支援ネット講師
川村　孝俊 氏

熊谷市ろう者協会
事務局長　岩田　豊 氏

2月6日（金）
13:30～15:30
350人定員

内容

講師

オープニング
アトラクション

や
ま 

ぐ
ち
　 

そ
う
　 

た

か
ど  

く
ら
　  

ま
　  

い

し
　 

だ
　
　
ゆ
い
　
か

や
ま 

ぐ
ち
　
ひ
か
る

え
　  

り   

か
わ
　  

あ
さ
　
ひ

た
か  

は
し
　  

め
　   

い

かね     や     ゆう     ま

「
ま
ち
を
愛
し
、地
域
を
愛
し
、人
を
愛
す
る
心
を
め
ざ
し
て
」

　
12
月
4
日
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す

県
民
運
動
強
調
週
間
」で
す
。

　
12
月
10
日
〜
16
日
は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で

す
。こ
の
週
間
を
機
に
拉
致
問
題
へ
の
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

一箏会（箏の演奏）

埼玉県人権推進課講師
永井　茂 氏

ハートフルミュージック
（ヴィオリラの演奏）

青木渚奈さん
（熊谷南小学校 ６年）

あお    き　   な　 な

中澤隆雅さん
（中条小学校 ６年）

なか  ざわ りゅう   が

杉原真央さん
（吉岡小学校 ６年）

すぎ    はら    ま　  お

小林凜音さん
（籠原小学校 ６年）

こ   ばやし  りん    ね

吉田陽香さん
（長井小学校 ６年）

よし    だ　 はる     か

眞部愛加里さん
（秦小学校 ６年）

ま　  ぶ　  あ　   か　  り

　全５提案の応募があり、書類選考と公開プレゼンテーションによる選考の結果、下記の提案が候補事業とし
て採択されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◆市民活動推進課　3内線３３０

種別 提案団体

立正大学社会福祉学部
ボランティア活動推進センター

くまがや地域通貨
研究会

村岡自治会

重要文化財
平山家住宅を
活用して楽しむ会

熊谷小麦産業
クラスター研究会

事業名 所管課
〈市のパートナー〉 提案概要

市
提
案

市
民
提
案

バリアフリーマップ
作成事業

ありがとう券による
介護支援ボランティア
活動促進事業

村岡地域文化遺産
保存事業

熊谷歌舞伎の後継者
育成事業in重要文化
財「平山家住宅」

想いが伝わる熊谷
小麦の物語事業

都市計画課

長寿いきがい課

江南文化財
センター

江南文化財
センター

商業観光課

　バリアフリー基本構想の重点整備地区を対象に、学生が主
体となり地域に密着したバリアフリーマップを作成し、にぎわ
いの創出やバリアフリー意識の高い街の形成の一助とする。
　市内介護施設等にボランティアニーズ調査および参加する施設の
募集を行う。関係機関やボランティア等で連絡会を開催し、情報交換
等を行い、事業および協力店をＰＲするチラシやステッカーを作成する。

　板石塔婆周辺の緑化対策や茶臼塚にかかる文化財や仏像等の
調査を行う。また、説明板等を設置する。地域に現存する歴史的、文
化的価値あるものの調査、保存活動を進め、地域住民へ広報する。

　小・中学生を対象に、熊谷歌舞伎後継者の育成と演目保存のため年間を通
して伝習を実施する。熊谷歌舞伎を「平山家住宅」で実施する。準備、企画運営
は、地域住民と当たることにより、「平山家住宅」の情報の発信や啓発を行う。

　郷土の偉人である、麦王・権田愛三の生涯を通して、郷土熊
谷、熊谷の小麦・農業に関心をもってもらうために、紙芝居を作
成し、市内の小学校で地域食育の教材として利用してもらう。

平成２７年度実施市民協働「熊谷の力」候補事業が決まりました

いっ   そう   かい　   こと

しん　こう　えん
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10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
合
併
処

理
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。 

対
象
　
直
近
の
清
掃
か
ら
過
去
1

年
以
内
に
保
守
点
検
3
回
以
上
、法

定
検
査
1
回
を
実
施
し
て
い
る
方

申
請
で
き
る
区
域

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
処
理
開
始
区
域
を

除
い
た
市
内
全
域

申
請
期
限
　
清
掃
日
以
降
１
年
以
内

補
助
対
象
期
間
お
よ
び
補
助
回
数
　

10
年
間
最
大
10
回

必
要
書
類
等
　
①
申
請
書
②
請
求

書
③
納
税
証
明
書
④
清
掃
記
録
の

写
し
⑤
保
守
点
検
記
録︵
年
３
回
以

上
︶の
写
し
⑥
法
定
検
査
結
果
書
の

写
し︵
不
適
正
の
場
合
、改
善
状
況

が
確
認
で
き
る
書
類
︶⑦
印
鑑︵
認

印
︶※

ス
タ
ン
プ
印
不
可
⑧
申
請
者

名
義
の
通
帳
等︵
振
込
先
が
分
か
る

も
の
︶⑨
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住

宅
部
分
の
床
面
積
が
１
／
２
以
上

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

⑩
放
流
先
が
地
下
浸
透
の
場
合
は
、

適
正
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類

︵
⑨
⑩
は
該
当
す
る
場
合
の
み
必
要

と
な
り
ま
す
。︶

補
助
金
額

５
人
槽

：

1
万
5
0
0
0
円
　

６
人
槽

：

1
万
6
0
0
0
円
　

７
人
槽

：

1
万
7
0
0
0
円
　

８
人
槽

：

1
万
8
0
0
0
円
　

９
人
槽

：

1
万
9
0
0
0
円
　

10
人
槽

：

2
万
円

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
使
用
さ
れ

て
い
る
方
の
義
務
で
す

【
保
守
点
検
】　
機
器
の
点
検
・
調

整
、
害
虫
の
駆
除
や
消
毒
薬
の
補

充
な
ど
︵
浄
化
槽
の
種
類
、
大
き

さ
等
で
点
検
回
数
が
法
令
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。︶

【
清
掃
】　
浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚

泥
な
ど
の
引
き
抜
き
や
調
整
、
機

器
類
を
洗
浄
す
る
作
業
︵
年
に
１

回
以
上
︶

【
法
定
検
査
】　
処
理
水
の
水
質
が

基
準
内
で
あ
る
か
、
ま
た
保
守
点
検

お
よ
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
確

認
す
る
検
査︵
年
に
１
回
︶

◆
環
境
衛
生
課︵
江
南
庁
舎
︶

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
7
0

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

年末年始は交通事故と犯罪被害にご注意ください

応援します　あなたの子育て

冬の交通事故防止運動が実施されます
１２月１日（月）～１２月１４日（日）

年末年始「犯罪被害にあわないために」

平成２６年熊谷市交通安全スローガン
「考えて スマホと命 どっちが大事？」

　交通事故死者数のうち高齢者の占める割合が増えてい
ます。特に歩行中の事故と自転車乗車中の事故が多く発
生しています。道路は信号機や横断歩道があるところで渡
り、油断せずに左右の安全をよく確かめましょう。自宅近
くほど、注意が必要です。

　自転車は車やバイクと同じ「車両」の仲間です。交通ルー
ルを守り、マナーある安全走行を心がけましょう。傘差し、
携帯電話やヘッドホン使用等の「ながら運転」は危険です
のでやめましょう。保護者の皆さん
は、自転車に乗車するお子さんにヘ
ルメットを着用させましょう。

　飲酒運転は犯罪です。年末は飲酒の機会が増えますが、
「しない、させない、許さない」を合い言葉に、飲酒運転
の根絶に取り組みましょう。自転車も車両ですから、飲酒
運転は厳禁です。また、路上で寝込んでいる人等を発見
したら、速やかに１１０番通報をし、警察官が到着するまで
その場で待機しましょう。

本市では、さまざまな子育てを支援する事業を実施しておりますので、その一部をご紹介します。　　　　 ◆保育課　3内線５３８

　保護者の仕事の都合や病気あるいはリフレッシュを図るため等で、一時的に児童の保育が必要になった
時に、下記の各施設において児童をお預かりします。詳しくは、各施設に直接お問合せください。

・自転車の場合は、前カゴに防犯カバーなどを正しく付け
る。防犯カバーがない時は、上着や雑誌をかぶせるなどの
対策をする。
・徒歩の場合は、常に車道と反対側の手でバッグを持つ習慣をつける。
・人通りの多い明るい道を歩き、人通りの少ない道や深夜
など、人目がなくなる場所や時間帯は、後方から近づく人、
バイク、自転車などに警戒心を持ち、特に注意する。
・金融機関に出かける時や現金を持ち歩く必要がある場合
は、複数で行動したり、自動車を利用する。

・在宅時・不在時を問わず、ドアや窓の鍵をきちんとかける。
・１つのドアや窓に、２つ以上の鍵をつける。
・窓は、防犯フィルムを張ったり、防犯ガラスにする。

・自宅にいる時でも留守番電話に設定する。
・下記の４カ条を守りましょう。
＜被害にあわないための４カ条＞
①電話を受けてもあわてない。
②お金はすぐに振り込まない、渡さない。
③本人に直接会って、または、本人に
　電話をかけて事実を確認する。
④家族や熊谷警察署（3048-526-0110）に相談する。

　年末年始は、何かと慌ただしい時期でもあり、買い物や初
詣のため混雑した場所へ出掛けたり、帰省や旅行によって家
を留守にする機会が多くなります。「ひったくりや路上強盗」
「侵入盗（空き巣）」などに気をつけましょう。

重点目標　高齢者の交通事故防止

重点目標　自転車の安全利用の推進

重点目標
飲酒運転の根絶および路上寝込み等による交通事故防止

◆安心安全課　3内線285、339

「ひったくりや路上強盗」対策

「侵入盗」対策

「振り込め詐欺・手渡し詐欺」対策

一時保育

　日曜日等の休日に保護者の就労等により、保育が必要となる場合に利用することができます。詳し
くは、各施設にお問合せください。休日保育 

　病気の回復期ではあるが保護者が就労などにより集団保育が困難な生後6か月から10歳未満の児
童を、家庭で保育できない場合に利用することができます。
※利用に際しては事前の登録が必要です。詳しくは、直接保育園へお問合せください。

病後児保育

新里保育園
ことぶき乳児保育園
ことぶき乳児保育園分園
ことぶき花ノ木保育園
ほしのみや保育園
しらこばと保育園
第三なでしこ保育園

第二くるみ保育園

ことぶきイーサイト保育園

新里第二保育園

篭原のこキッズ保育園

三尻保育園

キッズキューブ

月～金
8:00～16:00

月～金8:30～16:30
土8:30～12:30
月～金8:00～16:00
土8:00～12:00
月～土
8:30～16:30
月～土
8:00～16:00

月～土
8:30～16:30

月～土
9:00～17:00

肥塚808-3 048-524-1178
三ヶ尻6338-2 048-532-2916
籠原南1-91 048-533-0776
三ヶ尻1817 048-531-0344
池上576-1 048-524-9876
玉井1154-3 048-530-3618
円光2-10-10 048-520-6112

今井1136 048-524-8181
新堀713
イーサイト籠原3F 048-598-7351
筑波3-202
ティアラ21 4F 048-599-0022

籠原南1-133 048-531-3901

三ヶ尻2744-2 048-580-5533
肥塚4-1

 048-520-2880

年齢に関係なく1時間700円
または
3歳未満児　1日3,000円
3歳以上児　1日2,500円

年齢に関係なく1時間800円
または1日4,000円
年齢に関係なく1時間750円または
年少児未満　1日3,000円
年少児以上　1日2,500円
3歳未満1時間700円
または1日3,000円

年齢に関係なく1時間800円

実施施設 所在地 電話番号 利用時間

所在地 電話番号 利用時間

料金

新里第二保育園

ことぶきイーサイト保育園

筑波3-202
ティアラ21 4F 048-599-0022
新堀713
イーサイト籠原 3F 048-598-7351

日曜日・祝日
8:00～16:00
日曜日・祝日
8:30～16:30

実施保育園 料金

※この利用料金以外に実費を徴収する場合もあります。
※定員が一杯となった場合は、お預りできないことがあります。

1時間1,000円

年齢に関係なく1時間1,000円
または1日4,000円

篭原のこキッズ保育園 籠原南1-133 048-531-3901 月～金8:30～17:30
実施保育園 所在地 電話番号 利用時間 料金

1日2,000円、給食・おやつ代 400円

平田クリニックファミリー
キューブ内

平成２７年度市立児童クラブの入室受付（新規・継続）
　平成２７年４月から、市立児童クラブへ入室を希望
する小学校１～６年生までの申込受付を下記のとおり
実施します。
申込期間
１２月１日(月）～１５日（月）まで（日曜日を除く。）
申込方法　児童クラブ入室申込書、勤務証明書な
ど申請に必要な書類をそろえて、入室を希望する児
童クラブへ保護者が提出してください。（児童クラブ
の所在地、受付時間等、詳しくは市報１１月号9ペー
ジまたは市ホームページをご覧ください。）

※入室申込書、勤務証明書などの申請用紙は、各
児童クラブ（土曜日も開室）、保育課にあります。

◆保育課　3内線296

しん にゅう  とう

市政ワイド 市政ワイド●大里庁舎・大里行政センター30493-39-0311　　●熊谷市役所 3048-524-1111●江南庁舎・江南行政センター3048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター 3048-588-1321

本
人
に

確
認
す
る
！
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納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

と
浄
化
槽
清
掃
作
業

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

が
始
ま
り
ま
す

70
歳
未
満
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
方
へ

市
役
所
本
庁
舎
耐
震
改

修
工
事
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
歳
末
た
す

け
あ
い
慰
問
金
交
付

生
涯
現
役
社
会
実
現

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者
の
税
法
上
の
障
害

者
控
除
の
認
定

空
間
放
射
線
量
の
測
定

寄
附
禁
止

固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日

償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

　
市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
市
内
の
保
育

所
、
幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校

の
校
庭
、
公
園
、
市
庁
舎
な
ど
の

空
間
放
射
線
量
の
定
点
に
お
け

る
測
定（
１
１
０
か
所
）
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

に
実
施
し
た
結
果
は
、
毎
時

０.

０
２
９
〜
０.

０
９
８
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
全
て
の

測
定
地
点
で
市
が
定
め
る
基
準

値
の
毎
時
０.

２
３
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で
し
た
。

　
な
お
、
市
で
は
、
ご
自
分
で
測

定
し
た
の
ち
、
市
の
所
有
す
る

測
定
機
器
で
の
再
測
定
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
は
、
市
職
員
が

出
向
い
て
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
）

3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
４
８

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
70

歳
未
満
の
方
で
、
平
成
26
年
８

月
１
日
以
降
に
発
行
し
た「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
お
よ
び「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
、
12
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
平
成
27
年
１
月
１

日
か
ら
発
行
す
る「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
お
よ
び「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

は
、
12
月
下
旬
に
世
帯
主
あ
て

に
郵
送
し
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
3
内
線
２
７
９

　
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
工
事

期
間
中
、
窓
口
の
移
動
や
騒
音
・

振
動
等
、
皆
様
に
は
ご
不
便
・
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
の
状
況
は
、
順
次
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
庶
務
課
3
内
線
２
３
４

今
月
の
土
曜
開
庁

今
月
の
開
庁
日

取
扱
時
間
・
場
所

取
扱
業
務

６
・
13
・
20
日

・
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登
録
の

証
明
書
の
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録（
廃
止
）業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

・
県
収
入
証
紙
の
販
売
業
務

※
右
記
以
外
の
転
入
・
転
出
・

転
居
届
・
特
別
永
住
者
等
に
関

す
る
手
続
き
や
国
民
健
康
保

険
の
資
格
異
動
届
等
の
手
続

き
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
行
政
改
革
推
進
室
3
内
線
２
１
６

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

市
役
所
・
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

８
時
30
分
〜
12
時
30
分

大
里
・
江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

　「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・

受
け
取
ら
な
い
」
は
、
き
れ
い
な

選
挙
の
合
言
葉

　
年
末
・
年
始
は
贈
り
物
の
多

く
な
る
季
節
で
す
。
し
か
し
、
政

治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金

や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
権
者
が
求
め
る
こ

　
平
成
27
年
度
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
は
、
平
成
27
年

１
月
１
日
現
在
の
登
記
簿
上
の

名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
年
内
に
売
買
な
ど

を
さ
れ
て
も
、
年
内
に
所
有
権
移

転
の
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
従
前
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
登

記
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
3
内
線
２
５
０

　
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の

全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
平
成
26
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金

市
政

情
報
INFORMATION

と
も
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の

た
め
に
、
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル

を
守
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
政
治
家
は
、
選
挙
区
内

の
人
に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、

年
賀
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
を
出
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
3
内
線
３
９
７

市
議
会
の
12
月
定
例
会　
12
月
19
日（
金
）ま
で
開
会
予
定
で
す
。本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

◆
議
会
事
務
局　
０
４
８-

５
２
４-

１
５
７
３

　平成 26 年 12 月から、公的年金給付等の額が児童扶養手当の額よりも
低い場合には、その差額分の手当が受給できるようになりました。
　支給を受けるには、申請が必要です。支給開始月は次のとおりです。

詳しくは、お問合せください。 ◆こども課 3 内線 289

12/1 に
支給要件を満
たしていた方

12/1 に支給要件を満たし
ておらず、H27.3/31 までの
間に支給要件を満たした方

H27.4/1 以 降
に支給要件を
満たした方

12/1 から
H27.3/31 に申請

12 月分から
支給

支給要件を満たした月の
翌月分から支給

　　 —

H27.4/1 以降申請 申請した月の翌月分から支給

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」の
お
知
ら
せ

　
申
請
期
限
は
、
12
月
26
日（
金
）

ま
で
で
す
。
期
限
後
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効
で
す
。

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
室

3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
３
３（
直
通
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
行

政
を
効
率
化
し
、
国
民
の
利
便

性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な
社

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
資
産（
償
却
資

産
）
を
所
有
す
る
方
は
、
償
却
資
産

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
用
紙
を
12
月
上
旬
に
発

送
し
ま
す
。

◆
資
産
税
課
3
内
線
２
５
２

会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

す
る
問
合
せ
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
語
窓
口

3
０
５
７
０-

２
０-

０
１
７
８
　

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

外
国
語
窓
口

3
０
５
７
０-

２
０-

０
２
９
１

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

※
今
年
度
は
英
語
の
み
の
対
応
で
す
。

受
付
時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.c

a
s
.g

o
.jp

/jp
/

se
isa

k
u
/b

a
n
g
o
se

id
o
/

児童扶養手当と公的年金給付等が併給出来るようになりました

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
未
満

で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
、
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手

当
証
書
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

② 

療
育
手
帳

A
・
A
・
B

③ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
・
２
級

交
付
額
　
８
０
０
０
円

申
請
期
間
　
12
月
１
日（
月
）〜
26
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８

時
30
分
〜
17
時
15
分
）

申
請
に
必
要
な
も
の
　
① 

印
鑑

② 

障
害
者
手
帳
ま
た
は
特
別
児

童
扶
養
手
当
証
書

◆
熊
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
・
妻
沼
支
所（
弥
藤
吾
２
４
５
０
）

対
象　
55
歳
以
上
で
①
会
社
、

団
体
ま
た
は
自
営
業
主
に
雇
わ

れ
て
給
与
、
賃
金
を
得
て
い
る

方
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
お
い

て
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
方

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

と
き
　
12
月
17
日（
水
）
13
時
〜

16
時
　
受
付
時
間
12
時
〜

と
こ
ろ
　
商
工
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

内
容
　
高
年
齢
者
の
就
業
や
再

就
職
の
た
め
の
働
き
方
や
年
金

な
ど
に
関
す
る
こ
と

定
員
　
50
人（
要
予
約
）

費
用
　
無
料

　
65
歳
以
上
で
６
か
月
以
上
寝

た
き
り
の
方
等
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
税
法
上
の
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
市（
福
祉
事

務
所
）
の
障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
を
受
け
る
事
が
必
要
で
す
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
す
で

に
お
持
ち
の
方
は
、
申
告
時
に

手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、こ
の
申
請

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
長
寿
い
き
が
い
課
3
内
線
２
１
７

3
０
４
８-

５
８
８-

２
３
４
５

熊
谷
支
所（
本
町
１-

９-

１
）

3
０
４
８-

５
２
１-

２
７
３
５

大
里
支
所（
中
曽
根
６
５
４-

１
）

3
０
４
９
３-

３
９-

０
４
７
１

江
南
支
所（
江
南
中
央
１-

１
）

3
０
４
８-

５
３
６-

７
３
１
０

区分 業者名 所在地 連絡先 業種

熊谷
地域

(株) 熊谷清掃社 上之 3232 048-521-3178 し尿・浄化槽

熊谷環境衛生(株) 箱田 2-4-5 048-521-3421 浄化槽のみ

(有) 後藤衛生コンサルタント 村岡 2288 048-537-0555 し尿・浄化槽

(有) 前林清掃社 小曽根 1255 048-521-3431 〃

大里
地域

(有) 大里清掃社 箕輪 779 0493-39-1293 〃

(株) 福田清掃社 小八林 1721-1 0493-39-0363 〃

妻沼
地域

(有) 妻沼環境センター 飯塚 316-1 048-588-2928 〃

(株) 妻沼清掃社 西城 570 048-588-2015 〃

江南
地域

(有) 川本清掃社 深谷市本田972-2 048-583-3502 〃

(株) 小嶋衛生社 深谷市本田1009-1 048-583-3706 〃

(有) 後藤衛生コンサルタント江南支店 須賀広 239-3 048-537-0555 〃

　
年
末
年
始
に
は
、
作
業
の
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
た
め
要
望

ど
お
り
に
作
業
を
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
担

当
の
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
担
当
の
業
者
が
不
明
な

場
合
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
衛
生
課（
江
南
庁
舎
）

3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
７
０

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

県
の
勤
労
者
支
援
資
金
の
ご
案
内

申
込
み
　
中
央
労
働
金
庫
県
内

各
支
店
に
て
受
付
け
ま
す
。

※
申
込
み
に
当
た
っ
て
の
要
件

（
県
内
居
住
、
年
齢
、
所
得
等
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
後
の
審
査（
中
央

労
働
金
庫
）
の
結
果
、
ご
希
望
に

沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※「
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
資
金
」

は
、
国
の「
教
育
訓
練
給
付
金
」

の
支
給
対
象
者
に
限
り
ま
す
。

◆
県
勤
労
者
福
祉
課

3
０
４
８-

８
３
０-

４
５
１
８

資金
の

使途

働くあなたの教育
応援資金

働くあなたの子育
て応援支金

チャレンジ応援支金

扶養する子の
入学金、授業料等の

教育費用

妊娠から小学校
入学前までに

発生する育児費用

国の指定する
「教育訓練」講座の

受講費用

対象 勤労者 勤労者 失業中の方

限度額 200 万円 50 万円 50 万円

利率
1.9％以内

（保証料別途　0.7％）
1.2％以内

（保証料別途　0.7％）

1.5％以内
（保証料別途　

0.6％）

○

年
末
年
始
の
開
庁
日
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

12
月
27
日
（
土
）
、
１
月
３
日
（
土
）

は
、
市
役
所
、
大
里
・
妻
沼
・
江
南

行
政
セ
ン
タ
ー
で
の
土
曜
開
庁
業

務
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
（
公
社
）埼
玉
県
雇
用
開
発
協
会

3
０
４
８-

８
２
４-

８
７
３
９

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は

領
収
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付

さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
控
除
証
明
書
を
添
付

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
音
声
案
内
３
番
）

3
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５
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消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

救
急
支
援
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す

熊
谷
市
中
小
企
業
退
職
金

共
済
掛
金
補
助
制
度

農
閑
期
の
農
地
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
　

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ

く
ま
が
や

産
学
連
携
に
よ
る
新
製
品

の
開
発
を
支
援
し
ま
す

年
末
年
始
の
火
災
予
防

介
護
マ
ー
ク
を
ご
利
用
で
き
ま
す

住
宅
の
耐
震
化
を
応
援
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
制
度
融
資（
中
小
企
業
向
け
）

対
象
事
業
所
　
①
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る

②
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
20
人(

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

に
つ
い
て
は
５
人)
以
下

③
市
内
に
工
場
、
店
舗
ま
た
は

事
業
所
等
有
し
、
１
年
以
上
の

事
業
実
績
の
あ
る
も
の
で
、
か

つ
市
税
を
完
納
し
て
い
る

補
助
期
間
　
事
業
主
に
対
し
て

36
か
月

補
助
率
・
補
助
額
　
年
間
掛
金

総
額
の
20
％
以
内
。
た
だ
し
、
従

業
員
１
人
あ
た
り
の
掛
金
が
１

か
月
５
０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
は
、
５
０
０
０
円
を
限
度
と

し
て
補
助
金
を
算
出
し
ま
す
。

申
請
締
切
　
平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

◆
企
業
活
動
支
援
課
3
内
線
４
７
７

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請
は
お

忘
れ
な
く

　
農
作
物
を
作
付
し
て
い
な
い

農
地
に
資
材
を
置
か
せ
て
も
ら

い
た
い
と
業
者
か
ら
話
を
持
ち

か
け
ら
れ
て
貸
借
契
約
を
結
ん

だ
結
果
、
い
つ
の
間
に
か
産
業
廃

棄
物
等
を
投
棄
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
作
付
し
て
い
な
い
農
地
の
管

理
に
も
除
草
な
ど
の
作
業
が
必

要
に
な
る
た
め
、
業
者
な
ど
か

ら
の
話
は
好
条
件
と
思
い
が
ち

で
す
が
、
十
分
に
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
を
農
機
具
置
場

や
格
納
庫
の
建
築
、
道
路
や
駐

車
ス
ペ
ー
ス
な
ど
農
地
以
外
の

目
的
で
利
用
す
る
場
合
に
は
、

す
べ
て
農
地
転
用
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
左
記
へ
ご

相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局
3
内
線
４
０
７

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
毎
年
12
月
に
農
業
推
進

班
長
を
通
じ
て
、
農
家
世
帯
に

配
布
さ
れ
る「
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」

の
提
出
に
基
づ
き
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
、

提
出（
申
請
）
を
し
な
い
と
、
選

　
登
録
料
・
利
用
料
無
料
で
地

元
の
企
業
情
報
を
閲
覧
で
き
、

ま
た
企
業
の

P
R
、
求
人
募
集

な
ど
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま

す
。
事
業
者
の
皆
様
の
ご
登
録

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

h
ttp

://w
w

w
.b

e
a
r-v

.c
o
m

/

◆
企
業
活
動
支
援
課
3
内
線
４
６
７

挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ず
、
来

年
８
月
31
日
任
期
満
了
の
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
で
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。
申
請
も
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
、
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
3
内
線
３
９
８

◆
農
業
委
員
会
事
務
局
3
内
線
４
０
７

　
年
末
年
始
は
何
か
と
忙
し

く
、
火
の
取
り
扱
い
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
で
す
。
慎
重
な

取
り
扱
い
と
念
入
り
な
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
依
然

と
し
て
放
火
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
放
火
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

放
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
、照
明

で
明
る
く
す
る
。

②
物
置
や
車
庫
に
鍵
を
か
け
る
。

③
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す
。

④
普
段
か
ら
隣
近
所
と
の
協
力

体
制
を
強
め
て
お
く
。

◆
消
防
本
部
予
防
課
　

3
０
４
８-

５
０
１-

０
１
１
８

　「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消

防
ポ
ン
プ
車
が
来
て
し
ま
っ

た
！
」と
驚
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
が
他
の
場
所
へ
出
動

中
で
到
着
に
時
間
が
か
か
る
場

合
や
、
救
急
隊
だ
け
で
は
対
応

第 25 回自衛消防隊初期消火訓練指導会
　10 月 24 日、熊谷さくら運動公園で、市内 21 事業所から
25 自衛消防隊が出場し、日頃の訓練の成果を披露しました。
成績は次のとおりです。

優　勝　太平洋セメント株式会社　熊谷工場Ｂ　自衛消防隊
準優勝　日立金属株式会社　　熊谷工場Ｂ　自衛消防隊
三　位　能美防災株式会社　　メヌマ工場　自衛消防隊
入　賞　日立金属株式会社　　熊谷工場Ａ　自衛消防隊　
入　賞　太平洋セメント株式会社　熊谷工場Ａ　自衛消防隊
入　賞　東工業株式会社　　妻沼事業所Ａ　自衛消防隊

◆消防本部予防課  3048-501-0118

が
難
し
い
場
合
な
ど
に
、
最
寄

り
の
消
防
署
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
を

積
載
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
が
出

動
し
、
救
急
隊
を
支
援
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
消
防
本
部
警
防
課

3
０
４
８-

５
０
１-

０
１
１
７

◆
建
築
審
査
課（
大
里
庁
舎
）

3
０
４
９
３-

３
９-

４
８
１
５ 

　
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の

倒
壊
時
に
人
的
被
害
を
防
ぐ
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
、
防
災
ベ
ッ

ド
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

　
今
年
も
12
月
31
日
を
調
査
期

日
と
し
て
、「
工
業
統
計
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
査
で
知
り
得

た
秘
密
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、

通
常
の
事
業
資
金
は

【
小
口
事
業
資
金
】１
２
５
０
万
円
ま
で

（
特
別
小
口<

無
担
保
・
無
保
証
人>

）

【
一
般
事
業
資
金
】３
０
０
０
万
円
ま
で

※
約
定
ど
お
り
完
済
後
、
信
用

保
証
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

と
っ
さ
の
資
金
繰
り
に
は

【
緊
急
経
営
安
定
資
金
】３
０
０
万
円
ま
で

そ
の
他

○
長
期
経
営
近
代
化
振
興
資
金

（
商
工
中
金
取
り
扱
い
）

○
経
営
合
理
化
資
金（
日
本
政

策
金
融
公
庫
取
り
扱
い
）

※
約
定
ど
お
り
返
済
し
て
い
る
方

に
利
子
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◆
企
業
活
動
支
援
課
3
内
線
４
６
７

対象 建築士による耐震診断を受けて強度不足と
診断され、改修をするもの

助成
金額

耐震改修に要した費用の 1/3（上限 20 万円）
耐震シェルター等の設置に要した費用の
1/2（上限 10 万円）

熊谷市木造住宅耐震改修助成金交付制度

対象 建築士による詳細な耐震診断をするもの
助成
金額

耐震診断に要した費用の 1/2
（上限 25,000 円）

熊谷市木造住宅耐震診断助成金交付制度 し
て
い
ま
す
。

対
象
　
木
造
平
屋
お
よ
び
二
階

建
の
戸
建
住
宅（
一
部
店
舗
な

ど
の
併
用
を
含
む
）
で
昭
和
56

年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
も
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
庶
務
課
3
内
線
２
２
４

家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
に
お
い
て
、引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　
政
府
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
節
電
．ｇ
ｏ
．ｊ
ｐ
」http://setsuden.go.jp/

　
道
路
上
の
立
看
板
、
植
木
鉢
、

張
り
出
し
た
樹
枝
な
ど
は
、
通

行
の
妨
げ
と

な
り
、
周
り

の
見
通
し
を

悪
く
す
る
な

ど
、
大
変
危

険
で
す
。

　
ま
た
、
道

路
上
の
立
看
板
や
電
柱
等
へ
の

貼
り
紙
は
、
埼
玉
県
屋
外
広
告

物
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。

　
マ
ナ
ー
を
守
り
、
道
路
上（
道

路
後
退
部
分
も
含
む
）
に
は
障

害
物
等
を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
管
理
課
3
内
線
３
２
６

◆
維
持
課
3
内
線
５
４
１

◆
建
築
審
査
課（
大
里
庁
舎
）

3
０
４
９
３-

３
９-

４
８
０
９

　
産
学
連
携
に
よ
る
新
製
品
等

開
発
事
業
を
促
進
す
る
た
め
、

「
熊
谷
市
産
学
連
携
に
よ
る
新

製
品
等
開
発
事
業
補
助
金
交
付

要
綱
」
に
基
づ
き
、
新
製
品
等
の

開
発
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
大
学
等
の
研
究

機
関
と
共
同
研
究
を
し
て
い
る

市
内
中
小
企
業
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
企
業
活
動
支
援
課
3
内
線
２
１
９
、４
６
７

　
認
知
症
な
ど
の
方
の
介
護

は
、
他
の
人
か
ら
見
る
と
介
護

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く

い
た
め
、
誤
解
や
偏
見
を
持
た

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「
介
護
マ
ー
ク
」
は
、
介
護
す

る
方
が
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と

を
周
囲
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、

介
護
さ
れ
る
人
・

介
護
す
る
人
に

と
っ
て
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
用
例

①
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲

に
さ
り
げ
な
く
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
き
。

②
ト
イ
レ
で
付
き
添
う
と
き
。
　
　
　
　
　
　
　

③
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着

を
購
入
す
る
と
き
。

　
市
で
も
、「
介
護
マ
ー
ク
」
を
市

内
の
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
、
金
融

機
関
等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
で
き
る
店
舗
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
長
寿
い
き
が
い
課
3
内
線
４
５
１

納期のお知らせ (12 月分）

普通徴収（納付書で納めていただく方）

納期限　12 月 25 日（木）

特別徴収（年金天引きで納めていただく方）

12 月 15 日（月）支給の年金から天引きします

①固定資産税・都市計画税（第 3 期）
②国民健康保険税（第 6 期）
③後期高齢者医療保険料（第 6 期）  
④介護保険料（第 6 期）
※納期限内に納めましょう。
※市税等の納入は安全、便利、確実な口座振替のご利用を。
※納税相談は随時窓口で実施しています。

⑤市・県民税
⑥国民健康保険税
⑦後期高齢者医療保険料  
⑧介護保険料

①②納税課 3 内線 259、260、261
③⑦保険年金課 3 内線 278
④⑧大里広域市町村圏組合介護保険課3048-501-1330
⑤　市民税課 3 内線 244
⑥　保険年金課 3 内線 248

・ゲームの利用登録は無料でも、ゲームを有利に進め
ていく上で必要になるアイテムが有料であるケース
が多い。有料コンテンツが含まれているかどうか、ど
のような場合に料金が発生するのかをよく確認する
こと。
・携帯電話やクレジットカードの暗証番号、パスワー
ドの管理をしっかりする。
・判断に悩んだり、困った時には、早めに消費生活相
談窓口にご相談ください。

◆消費生活相談窓口(市役所1階市民相談室内)　
3048-524-7321(直通)
月〜金曜日　9:30 〜 12:00、13:00 〜 16:00

（受付は 15:30 まで）

　　　　　　　　　　
スマートフォンでのゲームに関するトラブルに注意！

消費生活アドバイス

アドバイス

　携帯電話やスマートフォンでのゲームに関するトラ
ブルが増えています。

 事例　子どもが親の携帯電話を使ってオンライン
ゲームをし、無料だと勘違いして有料のアイテムを購
入してしまい、後になって高額な料金請求がきた。
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家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

違
法
な
不
用
品
回
収
業
者

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

平
成
26
年
度
熊
谷
市
優
秀

技
能
者
の
表
彰

異
常
水
質
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

　
異
常
水
質
事
故
と
は
、

○
人
の
健
康
に
著
し
く
有
害
な
物

質
に
よ
っ
て
水
質
が
汚
染
さ
れ
、

環
境
基
準
値
を
上
回
る
こ
と
。

○
魚
類
が
大
量
に
浮
上
、
狂

き
ょ
う
ほ
ん奔

、

平
成
27
・
28
年
度
熊
谷
市

競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
定
期
受
付

熊
谷
市
優
秀
建
設
工
事
の
表
彰

公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

　
11
月
24
日
、
市
民
ホ
ー
ル
で

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
技
能
者
と
し
て
同

一
職
種
に
30
年
以
上
従
事
し
、
優
秀

な
技
能
を
持
っ
た
方
が
対
象
で
、
今

回
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

齊
藤　
曉
氏（
刺し

し
ゅ
う繍

職
・
65
歳
）

　
氏
は
47
年
に
わ
た
り
、
手
縫

い
の
日
本
刺
繍
の
技
術
を
発
揮

し
て
い
る
。
経
験
と
努
力
を
積

み
重
ね
、
伝
統
的
に
受
け
継
が

れ
る
祭
り
の
山
車
・
屋
台
の
緞

帳
の
修
繕
や
、
小
中
学
校
の
校

旗
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。

茂
木
俊
男
氏（
鳶と

び

職
・
65
歳
）

　
氏
は
40
年
に
わ
た
り
従
事

し
、
多
く
の
建
設
現
場
で
安
全

な
足
場
組
立
に
携
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
際
親
善
の
場
や
出

初
め
式
で
梯は

し

ご子
乗
り
や
木
遣
り
な

決められた日（8:30 まで）に出してください

種　類 収集日

不燃ごみ 12/3（水）、1/7（水）

資源物 ( カン ) 12/10（水）、1/14（水）

資源物 ( ビン ) 12/17（水）、1/21（水）

資源物 ( ペットボトル ) 12/24（水）、1/28（水）

営業時間　11：00〜18：00　月曜定休

　蛍光管・鏡・水銀体温計・乾電池は、拠点回収です。
　回収場所(市役所・行政センター・公民館等)の容器へ、包
装から出してそのまま入れてください。

　収集車両火災防止のため、プラスチック製使い捨てガ
スライターは、ガスを抜き、カンの日にカンとは別の透明
袋に入れて、集積所に出してください。
　スプレーカン・カートリッジボンベは、ガスを抜き、穴
をあけ、ビンの日にビンとは別の透明袋に入れて、集積所
に出してください。

　市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日(毎
週１回 ) に収集します。
※お住まいの区域の収集日は「熊谷市くらしのカレン
ダー」29・30ページで確認できますのでご覧ください。

　大型家具類や粗大ごみを集積所まで運ぶことが困難な
場合、ご自宅の玄関先まで、有料で回収に伺います。
　環境美化センターへご連絡ください。

■燃えるごみの収集日
【東コース】 月・木曜日 【西コース】 火・金曜日
ごみ袋…透明袋・半透明袋
※薄くて破れやすい袋は使用しないでください。
※生ごみは水を切って出してください。

■燃えないものの収集日

◆環境美化センター 3048-524-7121
◆妻沼行政センター市民環境課 3048-588-1321
◆廃棄物対策課 3048-536-1549

家庭ごみの収集日

まちの駅ＢＯＸショップ
あなたの趣味の手作り品を展示販売してみませんか。

（レンタル料金は1か月1,500円　長期割引制あります。)
まちの駅コレクションボード
クリスマス・お正月のプレゼントにブリザーブドと
お正月飾りなどいろいろそろえました。

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
の
焼
却
炉
や
ド
ラ

ム
缶
等
で
焼
却
し
た
り
、
野
外

焼
却（
野
焼
き
）
を
行
う
こ
と
は
、

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
環
境
に
影
響
を
お
よ
ぼ

し
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
は
、

焼
却
の
中
止
等
を
指
導
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
野
外
焼

却
は
行
わ
な
い
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
家
庭
ご
み
は
、
く
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
基
づ
き
、

指
定
さ
れ
た
ご
み
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、一
般
家
庭
か
ら
生
じ
た

剪
定
枝
、
木
の
葉
、
刈
草
等
の
焼

却
は
、
規
制
の
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
周
辺
に
配
慮
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
６
月
か
ら

家
庭
等
か
ら
出
さ
れ
る
剪
定
枝

は
無
料
受
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
ご
み
の
焼
却
】

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
）

3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
４
８

【
剪
定
枝
の
無
料
受
入
】

◆
廃
棄
物
対
策
課（
江
南
庁
舎
）

3
０
４
８-

５
３
６-
１
５
５
６

　「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し

ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
で
地
域
を
巡
回
し

な
が
ら
不
用
品
を
回
収
す
る
業

者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
違
法
な
不
用
品
回
収
業
者
を

利
用
す
る
こ
と
で
、「
無
料
と

思
っ
て
い
た
ら
、
後
で
有
料
と

言
わ
れ
た
。
積
ん
だ
後
で
、
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。」
な
ど

と
言
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
違
法
な
不
用
品
回
収

業
者
に
渡
す
と
国
内
外
の
環
境

　
10
月
20
日
、
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と
で
、表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

汚
染
や
不
法
投
棄
に
つ
な
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
不
用
品
や
粗
大
ご
み
な
ど
を

処
分
す
る
際
に
は
、
市
の
家
庭

ご
み
排
出
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、

適
正
に
排
出
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◆
廃
棄
物
対
策
課（
江
南
庁
舎
）

3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
５
６

へ
い
死
等
す
る
こ
と
。

○
油
類
、
着
色
汚
水
等
に
よ
り

水
質
が
著
し
く
悪
化
す
る
こ
と
。

○
そ
の
他
水
質
の
汚
濁
に
よ

り
、利
水
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
。

を
指
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
誤
っ
て
油
類
を
公

共
用
水
域
に
流
し
て
し
ま
う

と
、
下
流
で
魚
の
へ
い
死
や
農

業
被
害
な
ど
が
出
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
年
末
の
大
掃
除
を
す
る

こ
の
時
期
に
は
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
）

3
０
４
８-

５
３
６-

１
５
４
８

アグリパーク
（レストラン・物産・花） 物産センター直売部門 物産センター食堂部門

電　話 048-567-1187 048-588-0090 048-588-7200
休館日 12/3(水) 毎週火曜日

開設時間 10：00〜17：30
（ 　　　　      ） 9：30〜18：00 11：00〜15：00

17：00〜20：00

 フリーマーケット 12/14(日)、27(土) 9:00 〜
 雑貨・衣類等のフリーマーケット
迎春用ガーデニング講習会 12/20(土)（予約  048-567-1187）
① 10:30 〜ハンギングバスケット ② 14:00 〜寄せ植え
費用　各 3,850 円（昼食付）　定員　各 20 人（先着順）

土・日曜日、祝日は
9：30〜17：30

12/30(火）〜1/3（土） 12/31(水）〜1/5（月） 12/31(水）〜1/4（日）

（ 　　　　　　　　  ）都合により終了が
早まる場合あり

年末年始のお休み 12 月 27日（土）〜1月 5 日（月）まで

ど
を
披
露
し
、
伝
統
芸
能
の
継
承

に
も
寄
与
し
て
い
る
。

腰
塚
國
雄
氏（
建
築
大
工
・
72
歳
）

　
氏
は
56
年
の
職
歴
を
持
ち
、
和
風

の
木
造
在
来
工
法
を
基
本
と
し
た

住
宅
建
築
技
術
を
大
切
に
守
っ
て

い
る
。
耐
震
性
や
環
境
面
で
優
れ
た

木
造
建
築
の
推
進
に
努
め
、
後
進
へ

伝
え
る
努
力
を
し
て
い
る
。

橋
本　
章
氏（
造
園
師
・
79
歳
）

　
氏
は
59
年
の
長
き
に
わ
た
り

造
園
師
を
務
め
、
一
般
家
庭
の
和

風
庭
園
を
多
く
手
が
け
て
い
る
。

顧
客
か
ら
の
信
頼
は
厚
く
、
作
庭

後
の
維
持
管
理
に
も
技
術
・
技

能
を
発
揮
し
て
い
る
。
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
後
進
の
技
能
育
成
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◆
企
業
活
動
支
援
課
3
内
線
４
７
７

　
こ
の
表
彰
で
は
、
適
正
な
施

工
管
理
に
よ
り
、
出
来
栄
え
が

特
に
優
れ
て
い
る
工
事
受
注
者

お
よ
び
現
場
代
理
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。

【
土
木
部
門
】

工
事
名
　
幹
線
第
３
号
線
道
路
改
良
工
事

受
注
者
　
株
式
会
社
　
新
井
組

代
表
取
締
役
　
新
井
　
隆
氏

現
場
代
理
人
　
真
下
　
勝
氏

【
建
築
部
門
】

工
事
名
　
熊
谷
市
立
佐
谷
田
小

学
校
屋
内
運
動
場
建
築
工
事

受
注
者
　
株
式
会
社
　
江
田
組

代
表
取
締
役
　
高
橋
　
明
氏

現
場
代
理
人
　
藤
原
智
浩
氏

【
と
び
・
土
工
部
門
】

工
事
名
　
熊
谷
市
立
佐
谷
田
小

学
校
旧
屋
内
運
動
場
解
体
等
工
事

受
注
者
有
限
会
社
　
加
賀
崎
建
材
興
業

代
表
取
締
役
　
厚
見
昌
夫
氏

現
場
代
理
人
　
加
賀
崎
智
史
氏

【
電
気
部
門
】

　
市
へ
の
物
品
納
入
、
建
設
資

材
の
納
入
お
よ
び
建
築
施
設
維

持
管
理
業
務
等
の
委
託
に
係
る

競
争
入
札
等
参
加
資
格
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
　
平
成
27
年
１
月
19

日(

月)

〜
２
月
13
日(

金)

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
７

階
南
側
　
競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
会
場（
企
業
活
動
支
援
課
隣
）

受
付
方
法
　
持
参
の
み

提
出
書
類
　
平
成
27
・
28
年
度

熊
谷
市
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類

※
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

資
格
の
有
効
期
間
　
平
成
27
年

４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

◆
契
約
室
3
内
線
５
１
１
、５
１
５

○
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
。（
犬
の
散

歩
で
出
た
フ
ン
も
持
ち
帰
る
。）

○
犬
を
リ
ー
ド
か
ら
放
さ
な
い
。

○
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
乗
り
入
れ
な
い
。

○
花
火
な
ど
火
気
を
使
用
し
な
い
。

○
夜
遅
く
ま
で
大
声
で
騒
が
な
い
。

○
砂
場
は
き
れ
い
に
使
う
。

◆
公
園
緑
地
課（
大
里
庁
舎
）

3
０
４
９
３-

３
９-

４
８
０
６

老人福祉センター
利用料金　市民の方で 60 歳以上 100 円、

60 歳未満 300 円、77 歳以上の方は無料、

前記以外の方は施設にお問合せください。

※団体で送迎バスの利用を希望される場

合は、直接施設へご相談ください。

｢ 別府荘 ｣  　048-532-2020
｢ 上之荘 ｣  　048-525-6964

■開館時間＝ 9 時〜 16 時
■入浴時間＝ 10 時〜 15 時

12 月の
休館日

2 日（火）・9 日（火）・16 日（火）・23 日（火・
祝）・24 日（水）・28 日（日）〜 31 日（水）

1 月の
休館日

1 日（木・祝）〜 3 日（土）・6 日（火）・13
日（火）・14 日（水）・20 日（火）・27 日（火）

｢ ひかわ荘 ｣  　048-588-2600
｢ 江南荘 ｣  　　048-536-5600

■開館時間＝ 9 時〜 16 時
■入浴時間＝ (ひかわ荘) 10 時〜 15 時 30 分
　　　　　　 (江南荘)10 時 30 分〜 15 時 30 分

12 月の
休館日

1 日（月）・8 日（月）・15 日（月）・22 日（月）・
23 日（火・祝）・28 日（日）〜 31 日（水）

1 月の
休館日

1 日（木・祝）〜 3 日（土）・5 日（月）・12 日
（月・祝）・13 日（火）・19 日（月）・26 日（月）

ダイオキシン類の測定結果
　下記センターでの測定を 8 月に実施しまし
たので、お知らせします。

◆大里広域市町村圏組合立
熊谷衛生センター  048-532-2021
江南清掃センター  048-536-5745

用語の解説
ng：ナノグラムと読み、ナノとは、10 億分の１を示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents）の略で、
多くのダイオキシンの中から、最も毒性の強いダイ
オキシン類を１と換算して表した濃度を示します。
㎥Ｎ：ノルマル立方メートルと読み、気体は温度
や圧力により体積が変化するので、０℃、１気圧に
換算した状態をＮで表現したもので、そのときの
気体の体積を示します。

熊谷衛生センター　  濃度の単位：ng-TEQ/㎥Ｎ

江南清掃センター　  濃度の単位：ng-TEQ/㎥Ｎ

測定施設 濃度

第一工場
１号炉 0.029

２号炉 0.0026

第二工場
１号炉

２号炉 0.0025

大気排出基準：第一工場 1ng-TEQ/ ㎥Ｎ以下
第二工場 5ng-TEQ/ ㎥Ｎ以下

測定施設 濃度

１号炉 0.0036

２号炉 0.0013

大気排出基準：1ng-TEQ/ ㎥Ｎ以下
工
事
名
　
熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園

野
球
場
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事

受
注
者
　
株
式
会
社
　
東
電
工
業
社

代
表
取
締
役
　
小
椋
安
夫
氏

現
場
代
理
人
　
中
嶋
明
彦
氏

【
管
部
門
】

工
事
名
　
熊
谷
市
立
佐
谷
田
小

学
校
屋
内
運
動
場
設
備
工
事

受
注
者　
株
式
会
社
　
タ
キ
ザ
ワ

代
表
取
締
役
　
瀧
澤
克
至
氏

現
場
代
理
人
　
内
山
　
学
氏

【
舗
装
部
門
】

工
事
名
　
幹
線
第
３
号
線
舗
装
新
設
工
事

受
注
者
　
清
水
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
清
水
英
雄
氏

現
場
代
理
人
　
高
橋
時
雄
氏

【
造
園
部
門
】

工
事
名
　（
仮
称
）
籠
原
駅
北
口

第
３
公
園
整
備
工
事

受
注
者
　
株
式
会
社
　
森
緑
園

代
表
取
締
役
　
三
澤
　
隆
氏

現
場
代
理
人
　
橋
本
　
陽
氏

◆
契
約
室
3
内
線
５
１
１

工事のため長期休炉中

　年末年始の収集日程は｢熊谷市くらしのカレンダー｣または、平
成 26年度年末・年始のごみ収集日程のチラシをご覧ください。

年末年始の収集日程
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星せ
い
け
い
え
ん

溪
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
実
施

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
室
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

熊
谷
市
国
際
交
流
協
会
　

初
級
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

（
無
料
電
話
相
談
）

未
婚
者
を
応
援
！
埼
玉
県

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援
講
座

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
出
張

法
律
相
談
会

出
初
め
式

酉
の
市

星
川
あ
お
ぞ
ら
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
講
習
会

県
立
熊
谷
図
書
館
12
月
の
映
画
会

と
き
　
平
成
27
年
１
月
５
日

（
月
）〜
16
日（
金
）
８
時
30
分
〜

17
時
15
分

※
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日

は
14
時
ま
で

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ホ
ー
ル
南
側

内
容
　
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
を

テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
を
展
示
、

文
集
を
配
布
。

◆
こ
ど
も
課
3
内
線
２
５
５

と
き
　
平
成
27
年
１
月
１
日

（
木
・
祝)

13
時
30
分
〜
14
時
30
分（
予
定
）

と
こ
ろ
　 

古こ

み

や宮
神
社（
池
上
）

◆
池
上
獅
子
舞
保
存
会

3
０
４
８-

５
２
２-

２
２
９
９

　
熊
谷
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
（
く
ま
が
い
探
偵
団
）

に
よ
る
星
溪
園
の
歴
史
探
訪
ガ

イ
ド
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
12
月
７
日
（
日
）
、21
日
（
日
）

【
午
前
の
部
】　
10
時
〜
、
11
時
〜

【
午
後
の
部
】　
13
時
30
分
〜

※
各
約
40
分
の
ガ
イ
ド

と
こ
ろ
　
星
溪
園（
星
溪
園
正

門
に
集
合
）

費
用
　
無
料（
予
約
不
要
）

◆
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　

3
０
４
８-

５
３
６-

５
０
６
２

　
江
戸
時
代
末
期
か
ら
、
町
火

消
し
の
役
を
引
き
受
け
た
鳶と

び

職

の
伝
統
を
今
に
伝
え
よ
う
と
、

「
熊
谷
鳶
」
が
梯は

し

ご子
乗
り
の
妙
技

を
披
露
し
ま
す
。

と
き
　
平
成
27
年
１
月
６
日

（
火
）
12
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
　
髙
城
神
社
、
市
役
所

前
、
熊
谷
駅
な
ど
の
熊
谷
市
街

地
10
か
所
（
予
定
）

◆
商
業
観
光
課
3
内
線
３
１
３

荒
川
大
麻
生
公
園

自
然
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

夜
間
開
園
『
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
ク
リ
ス
マ
ス
』

文
集
「
だ
ん
ら
ん
」

第
10
号
作
品
の
展
示

池
上
獅
子
舞
「
新
春
奉
納
獅
子
舞
」

（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

19
日（
金
）

18
日（
木
）

17
日（
水
）

12
月

16
日（
火
）

と
き

商
工
会
館
　

２
階
大
ホ
ー
ル

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
　

２
階
２
０
１
会
議
室

江
南
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
講
習
室

大
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

１
階
小
集
会
室

と
こ
ろ

　
熊
手
等
の
縁
起
物
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

と
き
　
12
月
８
日（
月
）

と
こ
ろ
　
髙
城
神
社
境
内

◆
商
業
観
光
課
3
内
線
３
１
３

と
き
　
12
月
14
日
（
日
）
８
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
星
川
お
祭
り
広
場

内
容
　
旬
の
果
物
や
生
鮮
野
菜

と
ま
ん
じ
ゅ
う
、
う
ど
ん
、
焼

き
そ
ば
な
ど
の
特
産
品
を
販
売

◆
商
業
観
光
課
3
内
線
４
９
９

催
　
し

し
ら
く情

報
INFORMATION

の

①「
大
人
向
け
ネ
イ
チ
ャ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
〜
冬
の
鳥
編
〜
」

対
象
　
高
校
生
以
上

と
き
　
12
月
13
日（
土
）
10
時
〜
12
時

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

費
用
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
帽
子
、飲
み
物
、双
眼

鏡（
貸
し
出
し
可
）

②
わ
く
わ
く
野
あ
そ
び
隊

「
み
ん
な
で
門
松
づ
く
り
」

対
象
　
３
歳
〜
小
学
３
年
生（
保

護
者
同
伴
）

と
き
　
12
月
23
日
（
火
・
祝
）10
時
〜
12
時

熊
谷
そ
ば
打
ち
愛
好
会
に
よ
る　

そ
ば
打
ち
講
習
会

と
き
　
12
月
14
日（
日
）
10
時
〜

11
時
、
11
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
　
日
本
の
伝
統
食「
そ
ば
」

を
自
宅
で
打
て
る
よ
う
、そ
ば

打
ち
の
基
本
を
学
習
す
る
。

定
員
　
１
回
あ
た
り
８
人
　
計
16
人

費
用
　
材
料
費
１
０
０
０
円（
４
人
分
）

申
込
み
　
12
月
10
日（
水
）ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ネ
ッ
ト
く
ま
が

や
に
よ
る
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会

と
き
　
12
月
23
日（
火
・
祝
）
13

時
〜
16
時 

と
こ
ろ
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
　
手
作
り
の
し
め
縄
で
新

年
を
迎
え
よ
う

定
員
　
25
人

費
用
　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
み
　
12
月
16
日（
火
）ま
で

◆
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

とき 内容

5 日
（金）「第七の封印」（劇映画）

12 日
（金）

「照葉樹のある風景」（教養）
「雑木林とくらし」（教養）

19 日
（金）

「聖書を読んだサムライたち2　世界
に羽ばたいた四人の男たち」（教養）

26 日
（金）

「わらぐつの中の神様」（アニメ）
「モチモチの木」（アニメ）

時
間
　
14
時
〜

と
こ
ろ
　
鑑
賞
室（
１
階
）

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

◆
県
立
熊
谷
図
書
館

3
０
４
８-

５
２
３-

６
２
９
１

　
12
月
を
強
化
月
間
と
し
て
、

電
話
相
談
会
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

と
き
　
12
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
の
水
曜
日
18
時
〜
20
時

相
談
電
話

3
０
４
８-

８
３
８-

１
８
８
９

【
相
談
例
】

○
仕
事
が
多
す
ぎ
て
勤
務
時
間

を
過
ぎ
て
も
帰
れ
な
い

○
上
司
か
ら
馬
鹿
呼
ば
わ
り
さ

れ
、大
声
で
叱
責
さ
れ
る

○
一
方
的
に
賃
金
減
額
を
言
い

渡
さ
れ
た
　
等

◆
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

3
０
４
８-

８
６
３-

７
８
６
１

と
き
　
12
月
15
日（
月
）
13
時
30

分
〜
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
キ
ラ
ラ
上
柴（
ア
リ

オ
深
谷
３
階
）

相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
、
登

記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、
不

動
産
の
名
義
変
更
な
ど

相
談
方
法
　
面
談
相
談（
１
組
　

１
時
間
）要
予
約

費
用
　
無
料

予
約
方
法
　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
3
０
４
８-

８
３
８-

７
４
７
２
）へ
。

◆
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
　

3
０
４
８-

８
６
３-

７
８
６
１

「
ピ
ー
ス
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
」活
動
報
告
展
示
会　
と
き 

12
月
17
日(

水)

〜
22
日(

月)　
と
こ
ろ 

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー　
◆
ピ
ー
ス
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
事
務
局(

中
村) 　
０
４
８-

５
２
１-

１
３
２
５

3
０
４
８-

５
２
２-

１
５
９
２

（
月
曜
休
館
、祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

講
　
習

と
き
　
12
月
12
日（
金
）〜
25
日（
木
）

16
時
〜
20
時

（
最
終
入
園
19
時
30
分
）

と
こ
ろ
　
中
央
口
エ
リ
ア
　

※
入
退
園
は「
中
央
口
改
札
」の
み

費
用
　
大
人
４
１
０
円
、
シ
ル
バ
ー

（
65
歳
以
上
）２
１
０
円
、小
・
中
学
生
80
円

※
幼
児
は
無
料

そ
の
他
　
開
催
時
間
内（
16
時
以

降
入
庫
）は
駐
車
料
金
が
割
引
に

な
り
ま
す
。

◆
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
管

理
セ
ン
タ
ー

3
０
４
９
３-

５
７-

２
１
１
１

とき 内容 ところ 定員 費用 持ち物 申込み

きもの着付け
講習会

平成27年1/7〜3/11
の水曜日

（2/11を除く全９回）
18：30〜20：30

一人で着付が
できるまで

（和室）
15人

（先着順）

2,000円
(衿
 えり

止め、衣装敷
き、保険代含む）

着物、帯など
一式

12/2（火）
9：00〜
電話で左記へ

パンフラワー
講習会

1/14〜2/18 の水曜日
（2/11を除く全5回）
18：30〜20：30

樹脂粘土を使
い、美しい作
品を創作

（講習室）
10人

（先着順）

2,000円
（教材費・保

険代含む）

ハサミ・ラジオ
ペンチ・木工用
ボンド

12/2（火）
9：00〜
電話で左記へ

パソコン
講習会

1/22〜2/19の木曜日
（全5回）18：30〜20：30

ワードの中級（講習室）
10人

（抽選）
2,000円

（保険代含む）

ワ ー ド 2007
以上のパソコ
ン・筆記用具

12/25（木）まで
に往復ハガキ
で左記へ

◆
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

3
０
４
８-

５
２
３-

３
１
２
２

〒
360-

0816 

石
原
１
４
０
７-

１

とき 内容 講師

平成 27 年
1/24(土)

開講式
講座「想いがカタチに
なるまで・私の場合」

細田恭子氏
[ 帝王切開カ
ウンセラー ]

31(土)
講座「想いをカタチ
にする企画力」

（ワークショップ）

古川晶子氏
［（一社）さ
いたまキャ
リア教育セ
ンター代表

理事］
２/7(土)

講座「企画を動かす
運営力」

（ワークショップ）
閉講式

対
象
　
県
内
に
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

対
象
　
全
て
の
回
に
出
席
で
き

る
女
性

テ
ー
マ
　
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
つ
く
り
方
〜
企
画
か
ら
運

営
ま
で
の
ツ
ボ
！
〜

対
象
　
市
内
お
よ
び
近
隣
に
在

住
・
在
勤（
学
）の
高
校
生
以
上
の
方

と
き
　
平
成
27
年
１
月
16
日
〜

２
月
20
日
の
毎
週
金
曜
日（
全

６
回
）
19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
外
国
人
講
師

定
員
　
25
人
（
抽
選
）

費
用
　
２
０
０
０
円（
協
会
非

会
員
は
別
途
、
年
会
費
１
０
０
０

円
、受
講
時
に
入
会
で
き
ま
す
。）

申
込
み
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ

フ
ォ
ー
ム（
１
人
１
通
１
講
座
）

に
講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
１
月
５
日（
月
）(

必

着)

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。ハ
ガ
キ
は
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課
3
内
線
２
２
０
　

時
間
　
10
時
〜
12
時

10
時
30
分
〜
16
時
30
分（
全
３
回
）

と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ

く
ら
め
い
と

内
容
　
①
結
婚
・
未
来
デ
ザ
イ

ン
講
座
②
結
婚
力
ア
ッ
プ
講
座

③
妊
娠
・
出
産
と
子
育
て
基
礎
講
座

定
員
　
40
人（
男
女
各
20
人
・

先
着
順
）

費
用
　
無
料

申
込
み
　
左
記
専
用
サ
イ
ト
か
ら

h
ttp

://life
.zw

e
i.c

o
m

/

◆
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
事
務
局

3
０
１
２
０-

９
３
８-

２
０
８

定
員
　
30
人（
先
着
順
）

費
用
　
大
人
３
０
０
円
、子
ど
も
１
０
０
円

持
ち
物
　
帽
子
、飲
み
物
、軍
手

①
②
共
通

と
こ
ろ
　
荒
川
大
麻
生
公
園 

（
自
由
広
場
駐
車
場
に
集
合
）

申
込
み
　
開
催
前
日
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ
。

※
雨
天
中
止

◆（
公
財
）埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

3
０
４
８-

６
４
５-

０
５
７
０

と
こ
ろ
　
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー「
ハ
ー
ト
ピ
ア
」会
議
室

定
員　
24
人（
先
着
順
）

費
用
　
無
料

託
児
　
２
歳
以
上
の
未
就
学
児

（
申
込
時
に
予
約
）

申
込
み
　
12
月
９
日（
火
）か
ら

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
連
絡
先
を
明
記
）で
左
記
へ
。

◆
男
女
共
同
参
画
室
　
　

3
０
４
８-

５
９
９-

０
０
１
１

6
０
４
９-

５
９
９-

０
０
１
２

　
　 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

事
業(

営
業
・
農
業)

・
不
動

産
所
得
収
支
計
算
相
談
会

　
事
業
・
不
動
産
所
得
の
申
告
を

す
る
方
の
収
支
計
算
の
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
会
で
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
２
月
16
日

(

月)

〜
３
月
16
日(

月)

の
市
民

税
・
県
民
税
申
告
会
場
で
は
、

収
支
の
内
訳
な
ど
の
集
計
が
お

済
み
の
方
か
ら
、
受
付
け
し
ま

す
の
で
、
計
算
方
法
に
不
明
な

点
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
事
業
・
不
動
産
所
得
を

申
告
す
る
方
で
収
支
計
算
書
の

作
成
が
困
難
な
方

時
間
　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

持
ち
物　

○
平
成
26
年
中
の
事
業
・
不
動

産
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の

○
平
成
26
年
中
の
事
業
の
必
要

経
費
と
な
る
も
の
が
確
認
で
き

る
も
の

○
減
価
償
却
資
産
が
あ
る
場
合

に
は
、
金
額
・
取
得
年
月
が
確
認

で
き
る
も
の

※
こ
の
相
談
会
は
、
事
業
・
不
動

産
所
得
の
あ
る
方
で
、
ご
自
身

で
計
算
で
き
る
場
合
や
、
税
理

士
等
に
依
頼
さ
れ
る
場
合
に
は

参
加
は
不
要
で
す
。

※
青
色
申
告
の
方
は
、
熊
谷
税
務

署
（
3
０
４
８-

５
２
１-

２
９
０
５
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
税
課
3
内
線
２
４
７

対
象
　
県
内
在
住
の
20
歳
〜
39

歳
の
未
婚
者
の
方

と
き
　
①
１
月
25
日(

日)

、
②
２

月
１
日(

日)

、③
２
月
８
日(

日)
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少
林
寺
拳
法
教
室

市
民
ス
キ
ー
教
室

市
民
ス
キ
ー
講
習
会

第
２
０
３
回 

珠
算
検
定

熊
谷
税
務
署
非
常
勤
職
員
の
募
集

自
衛
隊
貸
費
学
生
募
集

第
40
回
記
念
公
募 

熊
谷
市
勤

労
者
文
化
展
作
品
募
集

市
民
グ
ラ
イ
ダ
ー
搭
乗
会

参
加
者
募
集

ワ
ー
ク
メ
イ
ト
大
里

会
員
募
集
中

第
14
回
熊
谷
市
民
短
歌
大
会

作
品
募
集

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
　

技
能
講
習
受
講
生
募
集

特
別
支
援
教
育
支
援
員

(

臨
時
職
員)

の
募
集

熊
谷
市
国
際
交
流
協
会

初
級
英
会
話
講
座

試
　
験

ス
ポ
ー
ツ

市
民
ス
キ
ー
大
会
兼
県
体

ス
キ
ー
選
考
会

熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園

年
末
年
始
営
業
の
お
知
ら
せ

　
在
職
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
し
た
技
能
講
習
を
実
施

し
ま
す
。

と
き
　
平
成
27
年
２
月
７
日
・

14
日
・
21
日
の
土
曜
日

９
時
〜
16
時

内
容
　
ソ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス

(

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ)

に
よ
る
３

次
元
モ
デ
リ
ン
グ
の
習
熟(

ソ

募
　
集

対
象
　
小
学
生
〜
一
般

と
き
　
平
成
27
年
１
月
19
日
〜

３
月
11
日
の
月･

水
曜
日（
全
15

回
）
19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
太
井
道
場

定
員
　
30
人

費
用
　
小
・
中
学
生
１
０
０
０
円

高
校
生
以
上
２
０
０
０
円

申
込
み
　
12
月
10
日(

水
）
か
ら

費
用
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会(

市
民
体
育
館
内)

3
０
４
８-

５
２
５-

６
４
６
３

対
象
　
市
内
在
住･

在
勤
・
在

学
の
小
学
生
〜
一
般（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

と
き
　
平
成
27
年
１
月
４
日（
日
）

と
こ
ろ
　
群
馬
県
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

定
員
　
80
人(

先
着
順)

費
用
　
小
学
生
６
０
０
０
円

中
学
生
以
上
８
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
代
は
別
途

申
込
み
　
12
月
10
日(

水)

か
ら

費
用
を
添
え
て
市
体
育
協
会
へ
。

◆
市
体
育
協
会（
市
民
体
育
館
内
）

3
０
４
８-

５
２
５-

６
４
６
３

◆
市
ス
キ
ー
連
盟（
内
海
）

3
０
９
０-

２
２
１
９-

７
１
４
４

勤
務
期
間
　
平
成
27
年
１
月
５

日（
月
）
〜
３
月
31
日（
火
）の
一

定
期
間
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
。た
だ
し
、
開
庁
日
を
除
く
。
）

勤
務
時
間
　
５
時
間
程
度（
９

時
〜
17
時
の
間
）

勤
務
内
容
　
受
付
案
内
・
パ
ソ

コ
ン
入
力
・
書
類
整
理
・
郵
便
業

務
な
ど

時
給
　
８
４
０
円（
一
部
交
通

費
補
助
有
り
）

定
員
　
70
人
程
度

選
考
方
法
　
面
接
の
上
、
選
考

し
ま
す（
パ
ソ
コ
ン
操
作
あ
り
）。

申
込
方
法
　
左
記
へ
電
話
連
絡

の
上
、
写
真
付
履
歴
書
を
面
接

前
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
税
務
署
総
務
課
　

3
０
４
８-

５
２
１-

２
９
０
５

（
自
動
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
）

対
象
　
市
内
在
住
の
15
歳
以
上

の
健
康
な
方(

中
学
生
は
除
く)

※
過
去
に
ご
搭
乗
い
た
だ
い
た

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

と
き
　
平
成
27
年
１
月
10
日(

土)

９
時
〜
16
時

※
予
備
日
11
日(

日)

※
両
日
と
も
搭
乗
可
能
な
方

と
こ
ろ
　
妻
沼
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場

定
員
　
15
人(

抽
選)

費
用
　
１
０
０
０
円(

保
険
料
等)

申
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ（
１
人

１
通
）
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
返
信
の
あ
て
名
を
明
記
し
、

12
月
15
日(

月)(

当
日
消
印
有
効)

ま
で
に
左
記
へ
。

※
当
選
権
利
は
、
家
族
も
含
め

て
他
者
に
譲
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
産
業
建
設
課

〒
360-
0292 

弥
藤
吾
２
４
５
０

　
市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
で
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
登
録
を
お
願
い

対
象
　
市
内
お
よ
び
近
隣
に
在

住
・
在
勤（
学
）
の
高
校
生
以
上

の
方

と
き
　
平
成
27
年
２
月
９
日
〜

３
月
16
日
の
毎
週
月
曜
日（
全

６
回
）
19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
緑
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
外
国
人
講
師

定
員
　
25
人（
抽
選
）

費
用
　
２
０
０
０
円（
協
会
非
会

員
は
、
別
途
、
年
会
費
１
０
０
０

円
。受
講
時
に
入
会
で
き
ま
す
。）

申
込
み
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ

フ
ォ
ー
ム
（
１
人
１
通
１
講
座
）
に

講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
１

月
26

日

（
月
）(

必
着)

ま

で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ

キ
は
左
記
へ
。

◆
広
報
広
聴
課
3
内
線
２
２
０

と
き
　
平
成
27
年
１
月
15
日

(

木)

〜
19
日(
月)

と
こ
ろ
　
八
木
橋
百
貨
店
８
階

カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル

出
品
資
格
　
市
内
在
勤
・
在
住

の
勤
労
者
お
よ
び
そ
の
家
族

で
、
15
歳
以
上
の
方

出
品
種
目
　
絵
画
・
書
・
写
真
・

手
工
芸
・
彫
刻

※
他
の
公
募
展
に
陳
列
さ
れ
た

作
品
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

出
品
点
数
　
１
種
目
に
つ
き
１
点

出
品
料
　
１
点
に
つ
き
１
５
０
０
円

搬
入
場
所
　
八
木
橋
百
貨
店
８

階
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
搬
入
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
。

搬
入
日
時
　【
絵
画
】
１
月
８

日(

木
）
14
時
〜
17
時
、【
絵
画
以

外
】１
月
９
日(

金)

14
時
〜
17
時
、

【
右
記
日
時
に
搬
入
で
き
な
い
方
】
　

１
月
11
日(

日)

13
時
〜
16
時

◆
企
業
活
動
支
援
課
3
内
線
４
７
７

リ
ッ
ド
モ
デ
ル)

定
員
　
10
人

費
用
　
６
７
０
０
円

申
込
み
　
平
成
27
年
１
月
１
日（
木
・
祝
）

〜

10
日（
土
）
ま
で
に
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
て

◆
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

3
０
４
８-

５
３
２-

６
５
５
９

h
ttp

://w
w

w
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f.s

a
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m
a
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lg
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/so
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9
/

〒
360-

0842 

新
堀
新
田
５
２
２

　
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
従
業

員
・
事
業
主
の
皆
様
の
福
利
厚

生
を
応
援
し
ま
す
。

入
会
で
き
る
方

○
大
里
地
域
内
の
中
小
企
業
に
勤

務
す
る
従
業
員
お
よ
び
事
業
主

○
大
里
地
域
外
の
中
小
企
業
に

勤
務
し
、
大
里
地
域
内
に
居
住

し
て
い
る
従
業
員
と
事
業
主

会
費
　
１
人
月
額
５
０
０
円

主
な
事
業

【
給
付
事
業
】
結
婚
・
出
産
・
勤

続
祝
金
な
ど

【
福
利
厚
生
事
業
】
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ツ
ア
ー
、
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
な
ど

【
各
種
利
用
補
助
】
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
利
用
補
助
、

映
画
館
利
用
補
助
な
ど

◆(
一
財)

大
里
地
域
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー(

ワ
ー
ク
メ
イ
ト
大
里)

3
０
４
８-

５
２
４-

６
６
５
５

対
象
　
原
則
と
し
て
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
　
１
０
０
０
円（
１
人
２

首
、未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
）

応
募
期
間
　
12
月
１
日（
月
）
〜

平
成
27
年
１
月
20
日（
火
）

※
大
会
・
表
彰
式
は
、
平
成
27
年

３
月
29
日（
日
）
13
時
か
ら
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催

◆
熊
谷
短
歌
会（
金
子
）

3  

０
４
８-

５
２
１-

７
１
５
７

6

応
募
期
間
　
12
月
１
日（
月
）
〜

27
年
１
月
９
日（
金
）

応
募
資
格
　

○
大
学
の
理
学
部
・
工
学
部
の

３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院(

専

門
職
大
学
院
を
除
く)

修
士
課

程
在
学

○
大
学
の
理
学
部
・
工
学
部
の

３
・
４
年
次
者
は
、
正
規
の
修
業

年
限
が
終
わ
る
年
の
４
月
１
日

現
在
で
、
26
歳
未
満

○
大
学
院
修
士
課
程
在
学
者

は
、28
歳
未
満

試
験
日
　
平
成
27
年
１
月
31
日（
土
）

試
験
場
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
埼
玉
地
本
」

で
検
索
し
、「
採
用
コ
ー
ス
紹

介
」
か
ら
詳
し
い
内
容
を
確
認

で
き
ま
す
。

◆
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所

3
０
４
８-

５
２
２-

４
８
５
５
　

と
き
　
平
成
27
年
２
月
８
日
（
日
）

と
こ
ろ
　
商
工
会
館

種
類
　
１
級
〜
６
級

申
込
み
　
12
月
１
日
（
月
）
〜
平
成

27
年
１
月
８
日（
木
）に
左
記
へ
。

◆
熊
谷
商
工
会
議
所

3
０
４
８-

５
２
１-

４
６
０
０

h
ttp://w

w
w

.k
u
m

ag
ay

acci.or.jp

　
　

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
16
才
以
上
の
方

と
き
　
平
成
27
年
２
月
14
日

(

土)

〜
15
日(

日)

と
こ
ろ
　
群
馬
県
万
座
温
泉
ス
キ
ー
場

定
員
　
30
人(

先
着
順)

費
用
　
１
万
７
５
０
０
円（
宿
泊

代
、講
習
料
、交
通
費
、保
険
料
等
）

※
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
は
自
己
負
担

申
込
み
　
平
成
27
年
１
月
13
日

(

火)

か
ら
費
用
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会（
市
民
体
育
館
内
）

3
０
４
８-

５
２
５-

６
４
６
３

◆
市
ス
キ
ー
連
盟（
反
町
）

3
０
９
０-

４
７
０
９-

９
７
０
２

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
〜
一
般

と
き
　
平
成
27
月
１
月
12
日(

月･

祝)

※
予
備
日
１
月
18
日(

日)

と
こ
ろ
　
新
潟
県
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場

種
目
　
小
・
中
・
高
校
生
、
一
般

Ａ
・
Ｂ
…
回
転
・
大
回
転
（
一
般

Ａ
は
選
考
会
、
大
回
転
は
ク
ラ

ブ
対
抗
を
兼
ね
る
）

費
用
　
３
０
０
０
円
（
高
校
生

以
下
は
１
５
０
０
円
）

※
保
険
料
別
途
２
０
０
円

申
込
み
　
12
月
10
日

(

水)

か
ら

平
成
27
年
１
月
８
日

(

木)

ま
で

に
費
用
を
添
え
て
左
記
へ
。

◆
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）

3
０
４
８-

５
２
５-

６
４
６
３

◆
市
ス
キ
ー
連
盟（
堀
内
）

3
０
４
８-

５
２
５-

５
１
５
６

※
詳
し
く
は
左
記
へ
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
屋
外
施
設（
運
動
公
園
管
理
事
務
所
） 

3
０
４
８-

５
３
２-

２
４
４
１
　

◆
ア
ク
ア
ピ
ア（
屋
内
プ
ー
ル
事
務
所
）

3
０
４
８-

５
３
３-

９
１
０
０

h
ttp

:/
/
w

w
w

.s
a
is

p
o
.jp

/

sa
k
u
ra

/

施設名 年末 年始

テニスコート、野球場、陸上競
技場、多目的広場、相撲場、弓
道場、管理事務所（会議室）

12/28（日）まで営業
平成 27 年 1/4（日）

より営業

アクアピア
（屋内プール、トレーニングルーム）

12/31（水）まで営業
※12/29（月）〜31（水）
は9:00〜17:00の短縮
営業

平成 27 年 1/3（土）
より営業
※ 3（土）9:00〜 17:00
の短縮営業

し
ま
す
。

登
録
期
間
　
12
月
８
日（
月
）
〜

平
成
27
年
１
月
16
日（
金
）
９
時

〜
17
時
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。）

登
録
方
法
　
左
記
に
あ
る
登
録

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
人
が
直
接
左
記
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
縦
3.0
×
横
2.5
㎝
の
写

真
が
一
枚
必
要
で
す
。

◆
教
育
研
究
所
3
内
線
３
９
３
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くらしの相談みんなの健康 ●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　　●妻沼庁舎・妻沼行政センター      048-588-1321 ●大里庁舎・大里行政センター      0493-39-0311　　●熊谷市役所　  048-524-1111

子どもの電話相談　◆こども課　  内線 255 DV（配偶者等からの暴力）相談
〜ひとりで悩まず、ご相談ください〜

■子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待　
　子どもあんしんダイヤル 048-527-2700(家庭児童相談室直通)　　
　・心理カウンセラー (臨床心理士) による相談日 12/26（金）、1/23（金） 9：00 〜 16：00(要予約)
　・熊谷児童相談所 (県) 048-521-4152
　・休日夜間児童虐待通報ダイヤル  048-779-1154
■不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談(月曜日は休み)  048-523-1570(直通)
■教育上の悩みや不安（総合教育相談、発達相談など）
　電話教育相談　教育研究所 048-524-1111 内線 551
■非行、家庭内暴力、いじめなど
　少年サポートセンター北分室熊谷相談室（埼玉県警） 048-524-4016
■いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育 110 番 048-525-7830(直通)
■子どもの権利に関わる問題（いじめ、体罰、しつけなど）
　子どもスマイルネット 048-822-7007（10：30 〜 18：00　祝日・年末年始を除く )

子育て支援総合窓口   048-523-1066
 月〜金 8:30 〜 17:00（祝日、休日、年末年始を除く）

相談名 相談日 時　間

電話相談
面接相談　

月〜金曜日、
第１・３土曜日
( 祝日を除く )

 9:00 〜 17:15

弁護士による相談
（要予約）

平成 27 年 1/16(金)
※次回は3月

10:10 〜 11:40

臨床心理士による
相談（要予約）

12/26(金)、
平成 27 年 1/23(金)

 9:00 〜 16:00

保健師による
相談（要予約）

12/10（水）・17（水）
平成27年1/14（水）・21（水）

13:30 〜 15:30

と
き
　
平
成
27
年
１
月
16
日（
金
）

９
時
30
分
〜
11
時
15
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
員
　
臨
床
心
理
士
、
保
健
師
等

費
用
　
無
料

※
相
談
内
容
等
の
個
人
情
報
は

保
護
し
ま
す
。
ま
た
、
右
記
日
程

以
外
に
も
保
健
師
へ
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

市
民（
主
治
医
に
よ
る
運
動
制

限
の
な
い
方
） 

と
き
　
平
成
27
年
１
月
19
日
（
月
）・

26
日（
月
）10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

講
話
や
体
操
を
行
い
ま
す
。 

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

上
履
き
用
の
運
動
靴
、
飲
み
物

（
水
筒
ま
た
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）、

タ
オ
ル
、
電
卓
（
１
日
目
の
み
）

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、

必
要
な
場
合
は
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
風
し
ん
低
抗
体
価（
H
I

法
で
32
倍
未
満
、
E
I
A(

I
g
G)

法
で
8.0
未
満
）
と
確
認
さ
れ
た

①
ま
た
は
②
の
方
①
妊
娠
を
希

望
す
る
16
歳
以
上
50
歳
未
満
の

女
性
、
②
接
種
日
に
お
い
て
妊

婦
の
夫

期
間
　
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で（
接
種
お
よ
び
申
請
期
限
）

申
請
方
法
　
接
種
費
用
を
全
額

　
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
、
耳
や
目
、
心
臓
な
ど
に
障

害
を
持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

対
象
　
家
庭
や
施
設
な
ど
で
療

養
し
て
い
て
通
院
が
困
難
な
方

で
、
歯
科
医
師
が「
歯
科
訪
問
診

療
」を
必
要
と
認
め
た
方

診
療
内
容
　
む
し
歯
治
療
、
入

れ
歯
の
装
着
や
修
理
、
歯
周
疾

患
治
療
、口こ

う
く
う腔

衛
生
指
導
な
ど

費
用
　
訪
問
１
回
に
つ
き
交
通

費
１
０
０
０
円

と
歯
科
訪
問
診

療
に
要
し
た
費

用
の
額
に
、
各
医

療
保
険
制
度
等

で
定
め
た
一
部

負
担
金
等
の
割
合
を
乗
じ
た
額

◆
熊
谷
市
歯
科
医
師
会
　

3
０
４
８-

５
９
９-

２
３
２
３

毎
月
第
3
金
曜
日
は「
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
日
」、
毎
月
第
3
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」で
す
。

　ＤＶを中心に、暴力被害に伴う夫婦間の問題
など、男女共同参画社会の実現を阻む要因とな
る問題の悩みをお聴きし、一緒に考えます。

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室
　( ティアラ21 ４階)   048-599-0015

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

歯
科
訪
問
診
療

歯
と
口
の
健
康
診
査

12
月
の
献
血

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
一
部
助
成

埼
玉
県
が
風
し
ん
抗
体

検
査
を
実
施
中

し
ら
く

相
談
ADVICE

の

み
ん
な

健
康
HEALTH

の

い
き
い
き

元
気

市民相談室の無料相談　12 月

各種相談　

相談名（相談員） 内　容 相談日 時　間 場　所 問合せ

法律相談
（弁護士）

損害賠償、離婚、金銭
貸借などの法律問題

12/4（木）、18（木）、
1/9（金） 13:00〜16:00

＜予約制（※1）＞
市民相談室（1 階北側）市民相談室

048-524-1111 内線 460、461
12/11（木）、25日（木）、
1/15（木）、 妻沼行政センター

妻沼行政センター総務税務課
048-588-1321

税務相談
（税理士） 税全般 12/11（木）、1/8（木） 13:00〜16:00 市民相談室（1 階北側）

市民相談室
048-524-1111 内線 460、461

行政相談
（行政相談委員）

国が行っている業務に
対する苦情や要望等

 12/17（水）、1/21（水）

9:00〜12:00

市民相談室（1 階北側）
市民相談室

048-524-1111 内線 460、461

12/4（木）、1/8（木） 大里コミュニティセンター
大里行政センター総務税務課

0493-39-0311

 12/18（木）、1/15（木） 妻沼行政センター
妻沼行政センター総務税務課

048-588-1321

12/9（火）、1/13（火） 江南行政センター 江南行政センター総務税務課
048-536-1521

登記相談
（司法書士）

（土地家屋調査士）

売買、相続、贈与、
土地家屋の移転、境界等

1/19（月）、2/9（月） 10:00〜12:00
13:00〜16:00（※2）

市民相談室（1 階北側）

市民相談室
048-524-1111

内線 460、461

遺産相続 ・遺言相談
（行政書士）

遺産分割協議や遺言ほか
（※ 3） 12/1（月）、1/5（月） 13:00〜16:00

不動産相談
（宅地建物取引主任者）不動産売買や賃貸借 12/16（火）、1/20（火）   9:00〜12:00

住宅相談
（建設事業者団体）

木造住宅等の増改築や
リフォーム 12/9（火）、1/27（火） 13:00〜16:00

年金相談
（社会保険労務士） 年金制度 1/21（水） 13:00〜16:00

一般相談
（嘱託職員）

どこに相談してよいか
分からないことなど 月〜金（祝日除く）   8:45〜12:00

13:00〜17:00
消費生活相談

（消費生活相談員）
悪質商法や契約トラブル 月〜金（祝日除く）   9:30〜12:00

13:00〜16:00
消費生活相談窓口

048-524-7321
金融よろず相談

（中小企業診断士）
中小企業向けに、金融
や経営上の問題 12/5（金）、1/9（金） 13:00〜16:00

＜予約制＞
企業活動支援課

048-524-1111 内線 467

法 律 相 談（県） 弁護士
第 1・3・4 水曜日

13:00〜16:00
＜予約制＞ 埼玉県

北部地域振興センター
（県熊谷地方庁舎内）

県民相談総合センター
048-830-7830

県 民 相 談（県） 県民相談員 9:00〜12:00、13:00〜16:00
＜予約制＞

労 働 相 談（県） 労働相談員 ①電話相談②面接相談
月〜金（祝日除く）

① 9:00〜17:00
② 9:00〜16:00

埼玉県労働相談センター
（埼玉県庁第 2 庁舎 1 階）
※浦和駅西口下車

埼玉県労働相談センター
048-830-4522働 く 人 の メ ン タ

ル ヘ ル ス 相 談 産業カウンセラー 毎週水曜日（祝日除く）① 13:30〜② 15:00〜
＜予約制＞

消費生活相談（県） 消費生活相談員
月〜金（祝日除く）   9:00〜16:00 消費生活支援センター熊谷 埼玉県消費生活支援センター熊谷

048-524-0999

土曜日(電話のみ)   9:00〜16:00 消費生活支援センター川口 埼玉県消費生活支援センター川口
048-261-0999

交通事故相談（県） 交通事故相談員 月〜金（祝日除く）   9:00〜12:00
   13:00〜16:30

交通事故相談所
（埼玉県庁第 2 庁舎 1 階）

交通事故相談所
 048-830-2963

（※1）法律相談の予約は、相談日の翌日から次回の相談日の予約を受け付けます。
（※2）受付状況により、午前中に受付を行っても相談が午後になる場合があります。
（※3）12 月の行政書士相談は、そのほか農地転用、開発行為等についてです。1 月の行政書士相談は、そのほか自動車登録、自動車相談、車庫証明関係についてです。

◎受付は相談終了時刻の30 分前までです。
◎受付人数によっては、お待ちいただく場合やお受けできない場合もあります。

相談名 相談員 相談日 時　間 場　所 問合せ

特 設 人 権 相 談 人権擁護委員
12/4（木）   9:00〜12:00 めぬま農業研修センター

人権政策課
048-524-1111 内線 35612/11（木） 10:00〜15:00 商工会館

12/18（木）   9:00〜12:00 江南行政センター

常設人権相談 ( 国 ) 人権擁護委員 毎週水曜日(祝日除く)   9:00〜16:00 さいたま地方法務局熊谷支局 さいたま地方法務局熊谷支局
048-524-8805

生 活 相 談 生活相談員・市職員 12/17（水） 13:30〜16:00 林集会所（別府 3-44）
人権政策課

048-524-1111 内線 262

対
象
　
今
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
・
75
・
80
歳
に
な
る
方

期
間　
平
成
27
年
２
月
末
ま
で

と
こ
ろ
　
指
定
歯
科
医
療
機
関

内
容
　
問
診
、歯
と
歯
肉
の
検
査
等

費
用
　
無
料

申
込
み
　
左
記
へ
。
受
診
券
等

を
送
付
し
ま
す
。

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

と
き
　
12
月
26
日（
金
）10
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

◆
健
康
づ
く
り
課

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ（
要
予
約
）

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」の
ご
利
用
を

　
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
て
ス
ト
レ
ス
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
左
記
の

コ
ー
ド
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
利
用
料
は

無
料
で
す
。
通
信

料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
）
　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
・
お
試
し
コ
ー
ス

〜
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜

小児用肺炎球菌（１３価）補助的追加接種費用
助成のお知らせ

　平成25年11月1日より、7価ワクチンから13価ワク
チンに切り替えられました。
  7価ワクチンの接種が完了した人は、一定の免疫を
獲得していますが、より多くの予防効果を獲得するた
めに、13価ワクチンを補助的に追加接種する費用の
一部を助成します。なお、この予防接種は任意の予
防接種です。

対象　平成25年10月31日までに小児用肺炎球菌ワク
チンが完了している方で、接種日において1歳～5歳に至
るまでの児
申請および接種期限　平成27年3月31日（火）まで
※平成26年3月31日以前の接種について、払戻しはあ
りません。
費用　自己負担額5,000円（1回のみ）
申込み　接種前に申請してください。
※申込みをしないで接種をした場合は、助成が受け
られません。母子健康手帳を持参し、母子健康セン
ターまたは妻沼・江南保健センターへお越しくださ
い。予診票を交付します。
予防接種に関すること　◆母子健康センター
健康被害に関すること　◆健康づくり課

お
支
払
い
後
、
風
し
ん
低
抗
体
価

が
わ
か
る
検
査
結
果
通
知
書
・

領
収
書
等
を
添
え
て
左
記
へ
。

助
成
額
　
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

３
０
０
０
円

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
　

５
０
０
０
円

◆
健
康
づ
く
り
課

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
女
性

は
風
し
ん
抗
体
検
査（
免
疫
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
）
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
①
ま
た
は
②
の
方
　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
16
歳
以
上
50

歳
未
満
の
女
性
と
そ
の
配
偶
者

②
「
低
抗
体
価
（
H
I
法
で
32
倍
未

満
の
抗
体
価
）
の
妊
婦
」
の
配
偶
者

（
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
・
り
患

歴
・
検
査
歴〈
妊
婦
健
診
を
含

む
〉が
あ
る
方
を
除
く
。）

期
間
　
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

申
込
み
　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
し
た
申
込
書
を
実
施
医
療

機
関
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
）
へ
。
検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

◆
県
疾
病
対
策
課
　

3
０
４
８-

８
３
０-

３
５
５
７

健
康
相
談
・
栄
養
相
談　
と
き　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）9
時
〜
16
時（
予
約
制
） 　
と
こ
ろ　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
等　
費
用　
無
料   

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー　
０
４
８-

５
２
６-

５
７
３
７
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みんなの健康みんなの健康 ●江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521　●妻沼庁舎・妻沼行政センター      048-588-1321 ●大里庁舎・大里行政センター      0493-39-0311　●熊谷市役所　  048-524-1111

健康 Health Navigation
ナ ビ

母子保健事業

漢方・冬の養生法 熊谷薬剤師会　川島　恵司

熊
谷
市
休
日
・
夜
間
急
患
診
療
所

12月7日・14日・21日・23日・28日・30日・31日
1月1日・2日・3日・4日・11日・12日・18日・25日

※
診
療
は
、
熊
谷
市
医
師
会
、
熊

谷
市
歯
科
医
師
会
の
医
師
が
交

代
で
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
等
に
よ
る
予
約
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

熊谷市休日・夜間急患診療所
（母子健康センターに併設）

至太田

至東松山

北大通り

熊谷西小

市役所

熊谷高校

至
鴻
巣

熊谷
保健センター熊谷地方気象台

中央交番

特定健診・長寿健診

1. 該当する方には、受診券・受診案内等を送付してあります。
2. 前年度の検査結果等により詳細な健診 ( 眼底検査 ) を受けていただく場合があります。
3. 貧血検査および心電図検査は、受診者全員が受けられます。
4. 指定医療機関名は受診案内に記載してあります。

全国健康保険協会（協会けんぽ）へ加入している方へ　協会けんぽへ加入されている方は、協会けんぽが実施する特定健診を
受診してください。詳しくは、右記へお問合せください。◆協会けんぽ　埼玉支部 048-658-5915（保健グループ）　

健診名 内　容 対象者 健診期間 健診場所 自己負担額 問合せ先

特定健診 身体計測
診察・血圧測定
血液検査 ( 脂質・肝機能・

血糖・腎
じん

機能 )
尿検査・貧血検査
心電図検査・尿酸検査

熊谷市国民健康保険に加入している
40 歳〜 74 歳の方

6月〜
平成27年
3月31日

市内の
指定医療
機関

無料 保険年金課

長寿健診

75 歳以上の後期高齢者医療制度
に加入している方 (65 歳以上で一
定の障がいがあると認定を受けて
加入している方を含む。)
※生活習慣病で治療中の方は対象外

※他の健康保険に加入し
ている方は、加入してい
る健康保険にお問合せく
ださい。

平成 26 年度　特定健診・長寿健診・がん検診等のお知らせ※乳幼児健診の該当者には通知します。　※江南地域の健診は２月です。
※対象者数により指定日を変更することがあります。◆母子健康センター  3048-525-2722

がん検診等 健康管理のため計画的に検診を受けましょう！

［生活保護受給者の方へ］ 特定健診、がん検診等を希望される方は、熊谷保健センターへお申し込みください。

特定健診・長寿健診　◆保険年金課　　　  内線 278、279
がん検診等　　　　　◆熊谷保健センター 048-526-5737　

★がん検診等を希望される方は、事前に熊谷保健センターへお申し込みください。
　後日、受診券・受診案内・指定医療機関名簿をお送りしますので、届いてから医療機関へお申し込みください。
　なお、国民健康保険加入者、後期高齢者医療加入者、障害者手帳をお持ちの方は、自己負担額が無料になります。

★がん検診等を希望される方で、次のいずれかに該当する方は受診できません。
　①妊娠中の方
　②人間ドックや勤務先等で検診を受ける機会のある方
　③がん、骨粗しょう症、肝炎で現在治療中の方（該当検診のみ）
　④豊胸術を受けた方（乳がん検診のみ）
★各種検診は、実施期間内に年 1 回受診できます。ただし、子宮頸がん・乳がん検診は、2 年に 1 回の受診になります。
★がん検診等は、症状のない方が対象です。何か自覚症状のある方は、医療機関を受診することをおすすめします。
★胃がん検診（胃内視鏡検査）等で生検等の医療行為を受けた場合、別途、医療費が必要です。

検診名
対象者

（平成 27 年 3 月 31 日現在の年齢）
自己負担額 実施時期 受診場所

胃がん検診 40 歳以上の方 1,500円

６
月
〜
平
成
27
年
３
月
末
ま
で

市
内
の
指
定
医
療
機
関

大腸がん検診
（便潜血検査） 40 歳以上の方 500円（容器代含む）

肺がん（結核）検診 40 歳以上の方 ( 医師の指示により喀
かくたん

痰検査 ) 500円(喀痰検査 500 円 容器代含む )

子宮頸
け い

がん検診 20 歳以上の女性 (2 年に 1 回 )
細胞診(頸部)　　 ：1,000円
細胞診(頸部・体部)：1,500円（医師の指示により）

乳がん検診 40 歳以上の女性 (2 年に 1 回 )
マンモグラフィ(１方向)：1,000円（50歳以上）
マンモグラフィ(２方向)：1,500円（40歳以上）

前立腺がん検診
（血液検査） 50 歳以上の男性 500円

骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 500円

肝炎ウイルス検診 40 歳の方 500円

問合せ先

事　業 対象地域 対　象　者　等 実施日 時　間 実施会場

乳児健診
熊谷・大里

地域
平成 26 年 8 月 1 日〜 15 日生まれの乳児 1/13(火)

13:30 〜
14:00 受付

母子健康センター
平成 26 年 8 月 16 日〜 31 日生まれの乳児 27(火)

妻沼地域 平成 26 年 8 月〜 9 月生まれの乳児 16(金) 妻沼保健センター

１歳６か月児
健診

熊谷・大里
地域

平成 25 年 6 月 1 日〜 15 日生まれの幼児 1/8(木) 13:20 〜
13:50 受付

母子健康センター
平成 25 年 6 月 16 日〜 30 日生まれの幼児 28(水)

妻沼地域 平成 25 年 5 月〜 6 月生まれの幼児 23(金)
13:30 〜
14:00 受付

妻沼保健センター

３歳児健診　
熊谷・大里

地域
平成 23 年 7 月 1 日〜 15 日生まれの幼児 1/9(金) 13:20 〜

13:50 受付
母子健康センター

平成 23 年 7 月 16 日〜 31 日生まれの幼児 30(金)

妻沼地域 平成 23 年 6 月〜 7 月生まれの幼児 20(火)
13:30 〜
14:00 受付

妻沼保健センター

ママパパ教室 全　域

市民の方で初妊婦と夫を対象に、妊娠中、出産・
育児の準備講座で、１コース３日間です。
※妊婦さんの体調の良い時なら、いつでも参加可
※電話で申込み。25 組（先着順）
※持ち物 ： 母子手帳、筆記用具、飲み物

1/15(木)
　23(金)

29(木)

受付 12:45 〜
講義 13:00 〜
16:00 頃

母子健康センター

離乳食教室 全　域

平成 26 年 7 月〜 8 月生まれの第１子を持つ保
護者を対象に離乳食の講話と調理実習
※希望の方は、お子さんの保育もあります。（要予約）
※ 12 月 12 日（金）から電話で申込み。16 人（先着順）
※持ち物：母子手帳、エプロン、筆記用具

12/24(水)

受付 9:30 〜
講話と
調理実習
10:00 〜
12:00

妻沼保健センター

　漢方の古書『素
そ も ん

問』には、人間が健康に生きてい
くために一番大切なことは「自然との調和」である
と記されており、自然と人間との調和を第一とする

「天
てんじんごういつ

人合一」といわれる考え方に基づき、春夏秋冬の養
生法を示してあります。
　「冬の養生法」については次のように書かれています。

『冬の三か月を閉蔵という。諸々のものが門を閉ざし
て、閉じこもる季節。水は氷り、地面は裂ける。陽気
を乱してはならない。夜は早く寝て、朝は遅くまで寝
床にいて温かくなって起きる。寒気を避けて過ごし、
体内の陽気を外へ出さないように心がける。精神的に
は気を静め、満ち足りたような気持ちでいるのが良い。
これらに逆らうと腎を損傷し、発病する。春がきても
肝の気が伸びない。』
　冬眠する動物や冬には葉を落としていく植物など
は、この法則を守り冬の寒さにじっと耐え、春には元
気に動き始め草木は新芽を出したり花を咲かせたりし
ています。
　漢方には、自然界と人体の生理を結び付けている

「天
てんじんそうおう

人相応」という独特の考え方があり、その視点から
いうと、冬に最も影響を受けやすい臓器は「腎」です。

　漢方でいう「腎」は現代医学でいう腎臓とは違う概
念で、腎臓をはじめ副腎、泌尿器、ホルモンの働きな
どに相当します。腎は人の生、長、老、死の過程から、
子を産むという働きに至るまで、多くの生理機能に深
く関わっており、主要な鍵はすべて腎気の盛衰にある
と考えられています。
　腎を護ることは健康維持、生命維持のための基本と
いえます。
　冬は「腎」を護り、腎精 ( 生命エネルギー ) を蓄える
大切な時期です。冬は陰の気 ( 寒さ ) が勝っていて、陽
の気 ( 温かさ ) が弱っています。
　冬には早く寝てゆっくり日光で暖まった頃に起き、
寒さから十分体を守り、衣食住においても温暖を心掛
け、汗をかきすぎたりして陽気を出しすぎないように
し、精神面ではこころ穏やかに、万事に控えめな気分
を持つように過ごしましょう。
　『素問』には自然との調和を続け、四季の天の気に調
和して、よく養生すると人間の寿命は 100 歳を超える
とも記されています。　
　自然との調和を心がけ、漢方の養生法を参考にして、
病気の予防や健康長寿に役立ててください。
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文化施設情報 文化施設情報

●対象　市内在住または在勤の方
●とき　平成 27 年 1 月 9 日～ 23 日
の毎週金曜日（全３回）13:30 ～ 15:00
●ところ　熊谷さくら運動公園
※雨天時は熊谷市スポーツ・文化村

「くまぴあ」柔・剣道場
●講師　瀧澤延匡氏、山口由喜夫氏

（全日本ノルディック・ウォーク連
盟インストラクター）
●定員　30 人（抽選）
●費用　500 円
●持ち物　運動靴、体育館シューズ

（雨天時）、ポール（持込可、貸与あり）
●申込期限　12 月 18 日（木）

●対象　市内在住または在勤の方

●対象　市内在住または在勤の方

●時間　9:30 ～ 11:30
●ところ　３の２・３室
●講師　米山　実氏（熊谷観光ボラン
ティアガイドの会「くまがい探偵団」会長）
●定員　30 人（抽選）
●費用　500 円（資料代等）
●申込期限　12 月 18 日（木）

●時間　13:30 ～ 15:30
●ところ　３の２・３室
●定員　30 人（抽選）
●費用　300 円（資料代）
●申込期限　12 月 25 日（木）

とき 学習内容

平成27年
1/14（水）

〈主に江戸、明治に活躍した
人物〉吉田市右衛門、根岸友
山・武香、三陀羅法師・蜀山人・
十返舎一九・安藤野雁、寺門
静軒、奥原晴湖、荻野吟子ほか

21（水）　　
〈主に明治、大正、昭和に活
躍した人物１〉竹井澹如、林
有章・頼三郎、榮照尼、石坂
養平ほか

28（水）

〈主に明治、大正、昭和に活
躍した人物２〉小林秀三、広
中又一、壺井栄、並木良輔、
鹿児島寿蔵、宮崎利秀ほか

モラキルト教室

健康体操教室

移動図書館「さくら号」巡回予定表　12月・1月
コース ステーション 時　間 12 月 1 月

A

別府第三公園 10:00 ～ 11:00
2（火）

16（火）
6（火）

20（火）
熊谷文化創造館
さくらめいと 13:30 ～ 14:30

県営玉井団地 15:00 ～ 16:00

B
大麻生公民館 10:00 ～ 11:00

3（水） 7（水）新堀公民館 15:00 ～ 16:00

コース ステーション 時　間 12 月 1 月

C 籠原公民館 13:30 ～ 14:30 3（水）
17（水）

7（水）
21（水）

D

玉井稲荷木
第１公園 10:00 ～ 11:00

4（木）
18（木）

8（木）
22（木）さいとう

小児科歯科
駐車場

14:30 ～ 15:30

コース ステーション 時　間 12 月 1 月

E 大幡公民館 10:00 ～ 11:00 10（水）14（水）

F 星宮公民館 10:00 ～ 11:00 17（水）21（水）

G 籠原体育館 10:00 ～ 11:00 11（木）
25（木）

15（木）
29（木）

開館時間
火〜金曜日 9:00 〜 19:00

（2・3 階は 17:00 まで）
土・日曜日、  祝日 9:00 〜 17:00

048-525-4551
〒 360-0036 桜木町 2-33-2 048-525-4552熊谷図書館

12 月の休館日　毎週月曜日、5日（金）、24日（水）、28日（日）〜31日（水）
   1 月の休館日　毎週月曜日（12日は除く）、1日（木・祝）〜4日（日）、13日（火）

●対象　4 歳～小学低学年
●とき　12月20日（土）11:00～11:30
●ところ　集会室（大里生涯学習センター）

●対象　0 ～ 6 歳程度
●とき　12 月 13 日（土）・27 日（土）
11:00 ～ 11:30
●ところ　おはなし室

中央公民館 048-523-0895

●ところ　実習室
●費用　無料
●映写　ボランティア団体　一六会

　カリブの民族衣装 ( 女性のブラウ
ス）に使われている手芸「モラ」。23
㎝ ×20㎝の作品を作り、額に入れて
完成させます。
●対象　市内在住または在勤の方
●とき　平成27年1月14日・21日・
28 日、2 月 4 日・18 日の水曜日（全
5 回）13:30 ～ 15:30
●ところ　３の 2・3 室
●講師　戸谷佳子氏
●定員　20 人（抽選）
●費用　1,500 円

（材料費等）
●申込期限　
12 月 18 日（木）

●対象　市内在住または在勤の方
●とき　平成 27 年 1 月 20 日～
2 月 17 日 の 毎 週 火 曜 日（ 全 5 回 ）
10:00 ～ 11:30
●ところ　大ホール
●内容　腰痛・肩こり等のストレッチ、
簡単なエアロビクス
●講師　内田町子氏（日本フィット
ネス協会公認インストラクター）
●定員　40 人（抽選）
●費用　200 円
●申込期限　12 月 18 日（木）

とき 内容 講師
平成27年
1/20（火）

熊谷染 染谷政示氏

27（火）　　うちわ祭り 新島章夫氏

2/3（火）
文学から見た
熊谷

角田光男氏

とき 題名・主演 対象

12/13
（土）
14:00〜

半落ち
主演　寺尾聡、原田
美枝子
上映時間　122 分　

一般

〒 360-0047 仲町 19 
048-523-0896

おはなし会

ふるさと熊谷セミナー
－熊谷のことをもっと良く知ろう－

「熊谷の先人たち」
〜熊谷と縁のある人たちに、

目を向けてみませんか〜

ノルディック・ウォーク
〜 2 本のポールで全身運動〜

おはなし会

大里図書館
0493-36-1126

〒 369-0101 津田 1-1  0493-39-0066
開館時間　火〜金曜日　9：00〜19：00　
　　　　　土・日曜日・祝日　9：00〜17：00
12 月の休館日　毎週月曜日、5 日（金）、
24 日（水）、28日（日）〜 31日（水）
1月の休館日　毎週月曜日（12日は除く）、
1 日（木・祝）〜 4 日（日）、13 日（火）

江南図書館
048-536-6303

〒 360-0107 千代 325-1  048-536-6377
開館時間　月・水〜金曜日　9：00〜19：00　
　　　　　土・日曜日・祝日　9：00〜17：00
12月の休館日　毎週火曜日（23日を除く）、
1 日（月）、5 日（金）、24 日（水）、28日（日）
〜 31日（水）
1月の休館日　毎週火曜日、1日（木・祝）〜4日（日）

電話（土曜、日曜、祝日を除く、8 時 30 分から 17 時まで）またはハガキで中央公民館へ。
抽選の場合は締切日の翌日 10 時から展示ホールで公開抽選を行います。

講座等の
申込方法

開館時間　9：00〜22：00
図書館 ホームページ　http://www.kumagayalib.jp/ 　　携帯対応ホームページ　http://www.kumagayalib.jp/mobile/

特別整理期間のお知らせ（妻沼、江南図書館では、特別整理のため 12 月 1 日（月）は休館します。

とき 団体名・内容

12/2（火）〜7（日）
4（木）は17:00〜

楽書会　作品展

9（火）〜25（木）
写真クラブあすなろ
第 17 回会員作品展

12 月の展示ホール

土曜映画鑑賞会

　熊谷ゆかりの郷土図書資料とし
て、下記 8 冊を編集発行しました。
有償頒布していますので、ご希望の
方はお求めください。
①『斎藤氏と聖天堂』
Ａ4判・190ページ　 1冊 1,000円
②『熊谷の発掘出土品』
Ａ4判・170ページ　１冊 1,000円
③『郷土の雄　熊谷次郎直実』
Ａ4判・350ページ　１冊 1,000円
④『熊谷次郎直実・法力房蓮生法師の研究』
Ａ４判・550ページ　1冊 1,000円
⑤『熊谷の合併の変遷』
Ａ4判・430ページ 　1冊1,000円
⑥『浮世絵・熊谷次郎直実』
Ａ4判・150ページ・カラー　1冊500円
⑦『新市誕生・指定文化財』
Ａ4判・230ページ・カラー　1冊1,000円
⑧『熊谷の歴史を彩る　史跡・文化財・人物』
Ａ4判・150ページ　1冊 1,000円
頒布場所：図書館展示室（3 階）お
よび市内各書店（杉浦、藤村、八木
橋〈須原屋〉）

書籍頒布のお知らせ

●とき　開催中
●ところ　郷土資料展示室（３階）
●内容　常設展示：旧熊谷の古代・
中世・近世・近代・現代の５つの時
代の特徴的な歴史的資料を展示
森村誠一コーナー ：森村作品の中の
歴史小説や山岳ミステリーと新刊本
を中心に展示
ミニ企画展コーナー：12月14日（日）
まで「野口白汀展」を、12月16日（火）
から「古澤正守展」を開催。
※常設展示を一部リニューアルし
て、「熊谷の養蚕コーナー」を設置し
ました。

熊谷の５つの歴史と美術展

熊谷の昔ばなしをきく会

　当館では、これまで歴史・文化財
などに関する書籍を発行してきま
した。今回は、郷土熊谷の誇る伝統
工芸「熊谷染」の、当館で所蔵してい
る型紙についてまとめた報告書を
刊行しました。
　 素 晴 ら し い「 型 紙 デ ザ イ ン 」の
数々を掲載しています。この機会に
ぜひお求めください。

『熊谷染関連資料調査報告書Ⅰ―岸
家型紙―』
Ａ4判・330ページ 1冊 1,000円
頒布場所：図書館展示室（3 階）、市内
各書店（杉浦、藤村、八木橋〈須原屋〉）

新刊本のお知らせ

●とき　12月９日（火）～21日（日）
9:00～17:00　
※月曜日は休館です。
※最終日は15:00までです。
●ところ　文化センター１階市民
ギャラリー

●対象　一般成人
●とき　平成 27 年１月 17 日 (土)
10:30 ～ 11:30
●ところ　視聴覚室（2 階）
●語り手「熊谷の昔ばなし」を語る会
●定員　50 人
●費用　無料
●申込み　12 月 2 日（火）から電話
で受付

〜作家・森村誠一が選ぶ〜くまがや
「写真俳句」コンテスト 2014

入賞作品展示のお知らせ

●対象　4 歳～小学低学年
●とき　11:00 ～ 11:30
●ところ　視聴覚室（２階）

12/13（土）
おはなし　「小さな赤い
セーター」「十二のつき
のおくりもの」
絵本 『ふゆですよ』

27（土）
お は な し 「 腰 折 れ す ず
め」「こびととくつや」
絵本 『ゆきのひのホネホネさん』

おはなし会

●対象　乳幼児と保護者
●とき　12 月 19 日（金）  
0・1 歳　11:00 ～ 11:20     　  
2 歳以上　11:30 ～ 11:50
●ところ　視聴覚室（２階）
●内容　手あそび・わらべうた・
絵本など

ちいさいこのおはなし会

●とき　12 月 21 日（日）  14:00 ～
●ところ　視聴覚室（２階）
●内容　「くまのおいしゃさん」（23分）

「クリスマスのおくりもの」(18分)

子ども映画会

●対象　3 才～小学低学年
●とき　12 月 25 日 (木) 14:30
～ 15:30
●ところ　視聴覚室（２階）
●内容　人形劇など
●出演　立正大学
児童文化研究部
●定員　50 人

（先着順）
●費用　無料
●申込み　12 月 3
日（水）から電話、
カウンターで受付

クリスマス子ども会

妻沼図書館
048-588-6878

〒 360-0202 妻沼東 1-1  048-588-6054
開館時間　9：00〜17：00　
12月の休館日　毎週火曜日（23日を除く）、
1 日（月）、2 日（火）、5 日（金）、24 日（水）、
28 日（日）〜 31 日（水）
1月の休館日　毎週火曜日、1日（木・祝）〜4日（日）

空調工事のため、ちいさい子のお
はなし会、小学生のおはなし会は
お休みになります。
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流星群
〜星にねがいを〜

●投影期間　12月23
日（火・祝）まで

どなたでも自由に参加できますが、
天気の悪いときは中止になります。

●時間　18:00 ～（２時間）

●とき　12月27日（土）17：45～
「師走の星空と音楽」
※未就学児の入場はご遠慮ください。

とき 観察対象

12/13（土） 天王星、海王星、秋から
冬の星雲星団

27（土）月（ 月 齢 5.4）、天 王 星、海
王星、秋から冬の星雲星団

●とき　12月2日(火)～4日(木)
10：00～17：00最終日は16：00まで

曜日 午前 午後
火～金 団体利用 団体利用

15:30土 団体利用 13:30日・祝 10:30

妻沼中央公民館
048-588-2044

〒 360-0202 妻沼東 1-1 048-589-0456

妻沼展示館
048-588-2044

〒 360-0202 妻沼東 1-1 048-589-0456
開館時間　9:00 〜 17:00
休  館  日　毎週月曜日、祝日

市民ギャラリー（文化センター1 階）

048-525-4553（文化会館）
〒 360-0036 桜木町 2-33-2 048-525-4554
開館時間　9:00 〜 20:00
休  館  日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

人形劇とハンドベル演奏のつどい
〜クリスマス会〜

自 彊
きょう

術教室
〜心と体にやさしい健康体操〜

プラネタリウムの一般投影 おはなし天文館 天体観察会
●とき　毎週日曜日・祝日 10：30 ～
※星座解説と神話・伝説 2 話で構成
された、親子で楽しめる番組です。

星空の散歩道
〜ミューズの世界へようこそ〜

「えんむちゃん」イラスト募集作品展

サロン「ラクーガ」絵画展

開館時間　9:00 〜 22:00

プラネタリウム館       
       048-525-4554 
〒 360-0036 桜木町 2-33-2

入館料　大人 100 円・子ども 50 円
12月・1月の休館日　毎週月曜日(1月12日を除く)、12月5日（金）・24日（水）、年末年始(12月28日〈日〉
～1月4日〈日〉)、1月13日（火）※12月25日（木）～27日（土）は番組入替のため一般投影はお休みします。

埼玉県熊谷会館    048-523-2535   048-523-2536  〒 360-0031 末広 3-9-2　　　 
受付時間　9:00 〜 17:00　　チケット取り扱い　熊谷会館 ほか　　ホームページ　http://www.saf.or.jp/kuma/

Ｐコード〈439-107〉・プレイガイド
離ればなれに暮らしていた双子の姉妹
“ ロッテ ” と “ ルイーゼ ” が、力を合わ
せて困難に立ち向かいながら家族の絆を
取り戻す感動の物語。家族にとって大切
なものが詰まっています。
●とき　12 月 26 日（金）14:00 開演
好評発売中
●料金　全席指定　4,000 円　高校生以下／ 2,000 円
※ 3 歳未満、保護者 1 人につき 1 人まで膝上鑑賞無料。

E メール info@sakuramate.jp
ホームページ

※あすねっと・ピピアの公演情報
もご覧になれます。

さくらめいと 検 索

劇団四季ファミリーミュージカル　「ふたりのロッテ」

熊谷文化創造館 さくらめいと
048-532-0002  048-532-0022

〒 360-0846 拾六間 111-1　
 　　　　　休館日　毎週火曜日( 祝日の場合は翌日）

吉田兄弟 15 周年記念
〜三味線だけの世界〜

人形劇団ひとみ座
「ひょっこりひょうたん島 オンステージ」

〜泣いたトラヒゲの巻〜ほか

芸術文化活動助成事業のご案内 さくらめいと・あすねっと・ピピアのホールの利用料の一部を助成します。（問合せ：さくらめいと）

〇さくらめいとチケットセンター　048-532-9090(10:00～17:15火曜日休)
〇チケットぴあ全店　 0570-02-9999（電話予約）（さくらめいとチケットカウ
ンター・セーブオン イーサイト籠原店 ほか）
〇セブンイレブン、サークルK・サンクス（予約後の引換え・Pコードによる直接購入）
〇〈プレイガイド〉と表記された公演では、八木橋百貨店・宮脇書店行田店・新星堂　
深谷店でもチケットを購入できます。

※開場時刻は開演30分前です。（一部の公演を除く。）
※席種/S:1 階席、A:2 階席です。（変更となる場合もあります。）
※チケット売切れの際はご了承ください。
※未就学のお子さんはご入場できません。（一部の公演を除く。）

ふたご座流星群

大里生涯学習センター

あすねっと
0493-36-1122

〒 369-0101 津田 1-1 0493-39-0066
休館日　毎週月曜日( 祝日の場合は翌日）

江南総合文化会館 ピピア
048-536-6262　 048-536-6377　〒 360-0107　千代 325 -1

休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

歌舞伎フォーラム公演「応挙の幽霊」

春風亭小朝新春独演会

Ｐコード〈438-702〉・プレイガイド
美人幽霊に一杯すす
めたら、さあ大変！
酒豪の上に酒癖が悪
く…。おかしな三人
が織りなすドタバタ
で滑稽な一夜の出来
事。初めて歌舞伎を観る方でも親し

Ｐコード〈439-113〉・プレイガイド
人気実力ともに当代随
一！今年は大河ドラマ
にも出演した小朝師匠。
来年も笑いでスタート
しましょう！
●とき　1月10日（土）
14：00開演
好評発売中（ピピアでも販売）
●料金　全席指定　3,000円

　窓口または電話で妻沼中央公民館へ。応募者多数
の場合は、締切日の翌日（土・日・祝日の場合は翌
平日）15 時から 1 階ロビーで公開抽選を行います。

講座等の申込方法

Ｐコード〈439-209〉
日本中の人に愛
されたひょうた
ん島の世界が目
の 前 に！ 井 上 ひ
さしがひとみ座
の舞台のために
書き下ろした唯
一の脚本を放送

当時の出演者の声で再演！会場では
人形の展示も行います。
●とき　2 月 14 日（土）14:00 開演　
好評発売中　※残席わずか
●料金　全席指定　1,000 円
※ 3 歳未満、保護者 1 人につき 1 人
まで膝上鑑賞無料。

©井上ひさし/山元護久・
ひとみ座・NEP21 キャラ
クターデザイン片岡昌

©阿部章仁「写真は過去の公演より」

Ｐコード〈240-611〉・プレイガイド
伝統芸能の枠を超え、国内外の様々
なアーティストとコラボレーション
してきた吉田兄弟。１５周年を迎え、
原点である三味線だけにこだわった
究極のステージです。
●とき　2月21日（土）
16:30 開演
好評発売中（ピピア
でも販売）
●料金　全席指定
4,000 円

みやすい演目です。
●とき　1月31日（土）14：00開演
好評発売中（ピピアでも販売）
●料金　全席指定　4,000円、高校生
以下／2,000円
●演目　1部：歌舞伎についての解説 
２部：「棒しばり」 ３部：「応挙の幽霊」

●対象　3 歳～小学低学年と保護者
●とき　12 月 20 日 (土)10:30 ～ 11:30
●ところ　視聴覚室
●費用　無料（予約不要）

●対象　市内在住または在勤の方

●とき　12 月２日（火）～ 28 日（日）
●内容　市内の未就学児が描いた

「えんむちゃん」のイラスト作品を展示
常設展示コーナー「妻沼聖天山パ
ネル展」＆「東武鉄道熊谷線資料展」

● と き　1月9日・23日、2月6日・13
日の金曜日（全4回）13:30～15:00
●定員　20 人
●費用　100 円（資料代）
●持ち物　5 本指ソックス、バスタ
オル、水筒
●申込み　12 月 10 日（水）まで

●とき　12月23日(火・祝)～27(土)
10：00～17：00　初日は13：00から
最終日は15：00まで

第 36 回「埼玉の建設産業」
ポスター絵画コンクール

●とき　12月6日(土)10：30～17：00・
7日（日）9：00～16：00

山を楽しむ写真展

熊谷文化創造館さくらめいと
一部利用休止のお知らせ

　
　熊谷文化創造館さくらめいとで
は、平 成 27 年 1 月 4 日 か ら 3 月
31 日までの間、太陽のホールの舞
台設備の改修工事を予定していま
す。このため、この工事期間中は太
陽のホール、楽屋および風の劇場の
ご利用ができなくなります。
　なお、月のホール、練習室、会議室
およびレストランは、これまでどお
りご利用いただけます。
　ご利用の皆様には大変ご不便を
おかけしますが、ご理解ご協力をお
願いいたします。
◆社会教育課　3 内線 389

●とき　平成27年3月31日（火）　
●開演　18：30（開場18:00）
●料金　全席指定　6,700円※未就学児入場不可
●出演　スターダスト☆レビュー/馬場俊英（他スペシャルゲスト有）
●チケット発売日　1月24日（土）10:00～
※会館取り扱い枚数は僅少予定です。
※ファンクラブなどの各種先行受付販売あり。

五木ひろし
芸能生活50周年記念ビッグステージ

〜ありがとう　この歌を　ありがとう　あなたに〜

「困るぜ！熊谷」〜さようなら、熊谷会館〜

●とき　平成27年2月4日（水）
●開演　昼の部14：00／夜の部17:30

（2回公演）　
●料金　全席指定　7,000円
※未就学児の入場はご遠慮ください。
★会館窓口ほかにてチケット好評発
売中！ ◆主催 ･ 問合せ ( 株 ) アリノワ．

3028-645-1660（平日 14:00 〜 18:00）
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熊
谷
市
の
ご
み
の
排
出
量
は
、

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
四
年
に
は
増
加
に

転
じ
ま
し
た
。

　
本
市
の
一
人
一
日
当
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
は
、
家
庭
系
ご
み
と

事
業
系
ご
み
の
両
方
と
も
多
く
、

国
や
埼
玉
県
の
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
処
分
に
は
焼
却
な
ど
の

処
理
費
用
と
施
設
の
維
持
管
理
費

用
が
か
か
り
、
ご
み
が
増
え
る
と

そ
の
費
用
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
が
多
い
と
焼
却
施

設
に
与
え
る
負
荷
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
炉
を
傷
め
る
原
因
と
言
わ
れ
、

分
別
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
里
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
は
老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
の

改
修
工
事
を
順
次
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
が
減
ら
せ
れ
ば
、
こ
う

い
っ
た
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
費
用
の
節
約
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
を
焼
却
処
分
す
る

と
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
、
地

球
温
暖
化
を
進
め
て
し
ま
い
ま

す
。
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
地
球

環
境
を
守
る
た
め
に
も
と
て
も
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
本
年
度
か
ら
次
の
事
業
を
始
め

ま
し
た
。

剪
定
枝
再
資
源
化
事
業（
6
月
〜
）

　
市
内
の
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
剪
定
枝
を
再
資
源
化
す
る
た

め
、
市
内
３
か
所
の
回
収
拠
点
に

コ
ン
テ
ナ
を
週
替
わ
り
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
1
日
か
ら
造
園
業

な
ど
の
専
門
業
者
の
方
や
大
型
車

で
の
搬
入
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業（
10
月
〜
）

　
小
型
家
電
製
品
を
分
別
収
集

し
、
希
少
金
属
等
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
す
。
小
型
家
電
は
、
粗
大
ご

み
の
収
集
日
に
集
積
所
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
３

Ｒ︵
ス
リ
ー
ア
ー
ル
︶
が
大
事
で

す
。
３
Ｒ
と
は
環
境
と
経
済
が
両

立
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
て

い
く
た
め
の
３
つ
の
取
組
み
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
３
Ｒ

は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
順
番
で
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
本
市
で
注
目
し
て
い
る
の

が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
手
軽
に
生

ご
み
を
堆
肥
化
で
き
る
こ
と
か

ら
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
利
用
し
た
生
ご

み
処
理
容
器
で
、
わ
ず
か
な
費
用

で
身
近
に
あ
る
道
具
を
使
っ
て
ご

自
分
で
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
で
き
あ
が
っ
た
堆
肥
は
、
園
芸

や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。

　
今
後
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
講
習
会
な
ど
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

剪
定
枝
破
砕
機
を
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す

　
チ
ッ
プ
化
し
た
枝
は
、
雑
草
の
発

生
抑
制
や
粉
じ
ん
の
巻
き
上
が
り
防

止
、
土
の
乾
燥
防
止
や
温
度
変
化
の

緩
和
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

予
約
方
法
　
左
記
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
予
約
。

申
込
方
法
　
左
記
に

利
用
者
本
人
が
運
転

免
許
証
等
を
提
示
の

う
え
、
借
用
申
請
書

を
提
出
。

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
制
度

対
象
　
①
生
ご
み
処
理
容
器

②
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
額
　
①
購
入
価
格
︵
消
費
税

等

除

く
︶
の

１

／

２
︵
上

限

2
5
0
0
円
。
１
世
帯
に
つ
き
２

台
限
り
︶

②
購
入
価
格
︵
消
費
税
等
除
く
︶
の

１
／
２
︵
上
限
1
万
5
0
0
0
円
。

１
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り
︶

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、販
売
店
の
領
収

書
等
を
添
え
て
、左
記
へ
。

※
一
度
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

後
、
５
年
間
は
同
補
助
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

各
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
廃
棄
物
対
策
課︵
江
南
庁
舎
︶

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
4
9

と
き
　
平
成
27
年
1
月
24
日
︵
土
︶

13
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

内
容
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

に
関
す
る
交
流
会
、
ご
み
問
題
の

専
門
家
と
の
意
見
交
換
会

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

主
催
　
ハ
チ
ド
リ
く
ら
ぶ

◆
ハ
チ
ド
リ
く
ら
ぶ︵
嶋
田
︶

3
０
４
８-

５
２
３-

８
９
４
２

　
く
ま
博
士
が
楽
し
く
熊
谷
の
ご

み
の
お
話
を
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
4
〜
6
年
生

と
き
　
12
月
26
日︵
金
︶10
時
か
ら

と
こ
ろ
　
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル

定
員
　
20
人︵
先
着
順
︶

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

◆
廃
棄
物
対
策
課︵
江
南
庁
舎
︶

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
4
9
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■熊谷市　■埼玉県　■全国１人1日当たりごみ排出量（g）

冬
休
み
！
小
学
生
環
境
講
座

　
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
は
、
そ
の
大
部
分
が
水
分
で
す
。

生
ご
み
を
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
で

ひ
と
し
ぼ
り
す
る
と
、
ご
み
の
減

量
効
果
が
期
待
で
き
、
悪
臭
防
止

に
も
効
果
的
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
…
そ
れ
が
ご
み
減
量
へ
の
第
一

歩
！

生
ご
み
の「
ひ
と
し
ぼ
り
運

動
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う

“ごみ”について考えよう
―熊谷市のごみの現状と減量化対策―

“ごみ”について考えよう
―熊谷市のごみの現状と減量化対策―

ご
み
の
現
状
は
？

ご
み
を
減
ら
す
に
は
？

熊
谷
市
の
ご
み
減
量
・

　
　  

再
資
源
化
対
策
は
？

みかん箱を利用した
ダンボールコンポスト

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生

ご
み
堆
肥
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」交
流
会

ごみの処分と資源の循環
生産 消費 廃棄 分別収集

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

集 団
回 収

埋
め
立
て

拠 点
回 収

小型家電

紙資源等

蛍光管
電池等

剪定枝

再
資
源
化

中間処理 最終
処分

ごみ焼却施設
熊谷衛生センター
江南清掃センター

不燃物処理施設
クリーンセンター

各リサイクル業者

セメント
会社

焼却灰
セメント
原料化

堆　肥

発電用燃料リサイクル業者 電力会社

ご
活
用
く
だ
さ
い

楽
し
く
交
流
!
楽
し
く
学
ぶ
!

◆廃棄物対策課（江南庁舎）3048-536-1549◆廃棄物対策課（江南庁舎）3048-536-1549

ご　み
集積所

ビン・カン
ペットボトル

Reduce
（リデュース＝発生抑制）

Reuse
（リユース＝再使用）

Recycle
（リサイクル＝再資源化）

Reduce
（リデュース＝発生抑制）

Reuse
（リユース＝再使用）

Recycle
（リサイクル＝再資源化）

　一番大切なのはごみを出さないこと。ごみになる
ものを買わない、もらわない、作らない。長く使うこ
とも発生抑制になります。

　モッタイナイは世界の合言葉。まだ使えるものが不
要になってしまったら、必要とする人に譲りましょう。

　やむを得ずごみになってしまったものもしっかりと
分別すれば、資源に生まれ変わります。



次の　　　に入ることばを、それぞれお答えください。
① 平成26年熊谷市交通安全スローガンは「考えて 
スマホと命 　　　　　　　　  ？」
②ストップ温暖化！12月は　　　　　　　　　月間です。
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今月のテーマ、「わが家のおすすめ鍋料理」にいただいたコメントは、「おたよりパレット」や市ホームページで紹介させていただく場合があります。

応募方法

①妻沼グライダー滑空場　②特定検診
◆応募総数54通中、正解53通

　ハガキまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・
電話番号・今月のテーマ「わが家のおすすめ鍋料理」のコメント
とおすすめの理由を必ず記入し、12月22日（月）までにご応募
ください（一人につき一通）。
《応募先》〒360-8601 宮町二丁目47番地1 熊谷市広報広聴課
    kohokocho@city.kumagaya.lg.jp
※なお、市内の商店・企業を知っていただこうという趣旨で、当選者に
はプレゼント引換券をお送りしますので、お店でご使用ください。当選
者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせていただきます。

愛茶園ご提供の唐揚げセッ
ト（※ランチ限定）を、正解
者の中から抽選で10人に提
供します。
所在地：熊谷市肥塚1415-1
電話：048-578-4036

市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課4内線212までお問合せください。

今月の問題

今月のプレゼント

読んで当てよう

市報
クイズ2014年中に済ませておきたいこと

　まさに、光陰矢のごとし！早いもので
2014年も残り1か月を切りました。写
真の整理にダイエットなど、新しい年を
迎える前に済ませておきたいことは尽き
ないようです。
おたよりパレットは、市ホームページ 
http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、
更に詳しく紹介しています。

市報クイズ10月号で寄せられたご意見を紹介します。

●自転車に乗れるようになりたいです。（6歳・女の子）

●ダイエット目標体重達成まで、あと2キロ。頑張ります。（50代・男性）

●ズバリ、子どものおむつ離れです。３歳１か月の少しのんびりな息子のパンツデ
ビューを、今年中にしたいと思います。息子よ！協力をお願いします…（30代・女性）

●過ぎし人生の記録（アルバム写真・日記・手帳記事）をスキャナ等によりデジタル
化してきたが、残る10％程を今年中に仕上げる予定です。（80代・男性）

●庭の大きな松を手入れすることです。若い頃からの趣味で園芸をしているので、
今年中にきれいにしたいですね。（50代・女性）

おたよりパレットおたよりパレット
テ ー マ

P h o t o  N e w s

フォトニュースフォトニュースフォトニュース

武蔵ヒートベアーズの監督が決定！
　10月27日、阪神などで活躍した元プロ野球選手の星野おさむ
さんが武蔵ヒートベアーズの初代監督に就任しました。これから
来年の開幕に向け、選手の補強などのチーム作りが始まります。

子ども達の笑顔があふれました
　10月23日、大里体育館で熊谷市子育て支援拠点合同イベント
「第6回くまSUNフェスタ」が開催されました。当日は、親子一体
となって大盛り上がりでした。

　10月16・17日全国公民館研究集会in埼玉が開催され公民館関係者が全国から
熊谷に集いました。記念講演を本市出身の作家森村誠一氏が行い、また県の無形指
定文化財である小鹿野歌舞伎が披露され観客から大きな喝采を浴びていました。

代表でも輝くアルカスの選手達
　10月30日、第17回アジア競技大会の女子7人制ラグビーにおい
て、日本代表が銀メダルを獲得したことに伴い、アルカスクイーンク
マガヤ所属の5名の代表選手のうち4名が市長を表敬訪問しました。

公民館について語ろう

書道と道路愛護でうれしい受賞
　10月20日、全国学生書写書道展で文部科学大臣賞を受賞した熊谷西小
学校の石川千寛さんと、道路ふれあい月間において国土交通大臣表彰を受
賞した三尻中学校の生徒代表が市長を表敬訪問し、喜びの報告をしました。

第６回みどりのカーテン・コンテスト表彰式
　10月24日、緑化センターにおいて、第6回みどりのカーテン・
コンテストの表彰式が行われ、入賞者が市長から表彰を受けま
した。

秋のイベントを満喫！
　11月2日、「第13回オ・ドーレなおざね」がコミュニティひろばや国道17号
で開催され、ダンスチームは華麗な踊りで観客を魅了しました。また、同日
えびす大商業祭の稚児行列が行われ、大きなえびす様の像や神輿を先頭に
祇園会関係者や衣装に身を包んだ稚児たちが駅西通りを練り歩きました。

　11月2日、星川でイルミネーションの点灯式が行われました。富士見中学校の演
奏と、子ども達の沢山のシャボン玉が舞った星川に光が灯されると、大きな歓声が
上がりました。Star Nation（星の国）は、来年1月12日まで楽しむことができます。

気持ちのいい秋晴れ、実力者達が疾走
　11月3日、「2014彩の国実業団駅伝」が開催されました。沿道
は熱い声援で溢れ、フィニッシュ地点の熊谷スポーツ文化公園
を目指す選手達にとって大きな力となったでしょう。

幻想的な星の国に☆

地域の伝統と魅力を再確認
　10月26日、江南総合文化会館ピピア駐車場で「第8回こうな
ん祭り」が開催されました。地域の伝統芸能、グルメなどが大集
合し、終日多くの人でにぎわいました。

掘り出しもの、見つけた！
　10月25日、環境美化センターでリサイクルフェアが行われま
した。家具・自転車・本などのリサイクル品が販売され、訪れた
人々は熱心にお気に入りの品を探していました。

10月号の正解
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